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題字を書いてくれた生徒
　うるま市立具志川中学校

　　うるま → 仲村　志帆

　　市議会 → 石川　紅巴

　　だより → 新里　累華

うるま市議会の詳しい情報は、こちら
https://www.city.uruma.lg.jp/shisei/162ホームページ

なかむら　し  ほ

いしかわ　いろは

しんざと　  る か

８/２５　旭区　子供会運動会
　かけっこを頑張ったあとは、みんなで楽しく
　流しそうめん。おいしくいただきました！

11/２　田場区　ハロウィンパレード inTABA2024
　思い思いの衣装に身を包み、区内をパレード
　多くの区民が参加して、賑わいました！
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第78号

令和５年度　一般会計歳入歳出決算 認定

令和５年度　特別会計歳入歳出決算 認定

　うるま市議会第179回9月定例会に提案された令和５年度一般会計歳入歳出決算については、
各常任委員会へ分割付託して慎重に審査を行い、本会議において認定しました。

歳入決算額　754億8228万円 歳出決算額　726億7974万円

うるま市が掲げるまちづくりの ６つの基本目標 ごとの、令和５年度の主要施策(抜粋)

・重層的支援体制整備事業への移行準備事業 24,163千円
・基幹相談支援センター等機能強化事業 40,222千円
・健康うるま２１計画評価及び次期計画策定事業 7,149千円

 
 

・私立認可保育所等食材料費負担軽減事業 32,024千円
・沖縄子供の貧困対策事業 94,845千円
・こどもステーション運営事業 21,405千円

 
   
   

１ みんなで支えあう健やかなまちづくり 2 子どもがいきいきと育つまちづくり

・うるま感動キャンペーン事業 624,644千円
・シティプロモーション事業 96,172千円
・国際物流産業集積地域中核人材育成事業 46,398千円

 
 
 

・安慶名土地区画整理事業 109,197千円
・江洲第２公園整備事業 135,640千円
・未普及菅渠整備及び老朽管更新事業 434,675千円

 　
   
   

3 まちの活力を生み出す産業づくり 4 自然と調和した快適で暮らしやすいまちづくり

・具志川小学校校舎増改築事業 1,180,239千円
・新石川調理場整備運営事業 45,598千円
・与那城総合運動公園陸上競技場整備事業 320,232千円

 
 
 

・沖縄県消防指令センター全体更新等整備事業 406,029千円
・がんばろう！地域活動元気応援事業 17,704千円
・子育てDX推進事業 14,944千円

 
 
　

5 郷土に誇りをもち未来を拓く人づくり 6 市民と行政が一体となった協働のまちづくり

市税
13,603,343

地方交付税
15,047,477

国庫支出金
20,514,319

県支出金
9,072,895

総務費
6,528,155

衛生費
4,706,030

土木費
4,880,995

教育費
7,567,836

公債費
4,925,004

市債
2,465,834

その他
14,778,417

民生費
37,854,999

その他
6,216,723

会　計　名
国民健康保険特別会計
介護保険特別会計
農業集落排水事業特別会計
後期高齢者医療特別会計

16,409,447,477円
11,891,349,851円

34,325,293円
1,226,637,090円

16,101,393,496円
11,513,069,877円

29,487,892円
1,221,502,361円

歳入決算額 歳出決算額

（グラフ単位：千円）
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第78号

意　見　書　の　要　請　事　項

決 算 認 定 　 議 会 は こ こ を 見 た ！

所得税法第５６条の廃止を求める意見書所得税法第５６条の廃止を求める意見書

提出者 総務委員会 
委員長　伊波　良明

議決日　令和６年 9 月 30 日

【提案理由】
　所得税法第５６条の廃止を行い、家族従業者の労働を適正に評価し、労働実態に応じた税制と
するよう求めるため提案する。

【意見書要旨】
　中小事業者は、地域経済の担い手として、日本経済の発展に寄与してきた。
その中小事業者を支えている家族従業者の働き分である自家労賃は、親族間の恣意的な所得分割
による租税回避を防止する観点から、所得税法第５６条「配偶者とその親族が事業に従事したと
き、対価の支払いは必要経費に算入しない」（条文要旨）により、必要経費として認められていない。
　この規定を原則としつつ、同法第５７条において「青色申告者」は、帳簿等により家計と事業
の分離や給与の実態を確認できることから、家族従業者の給与は必要経費への算入が認められて
おり、「白色申告者」は、事業主の所得からの控除額として、配偶者の場合で８６万円、その他
の親族の場合は５０万円が認められているが、同じ労働に対して、申告形式で差を設ける制度は
矛盾しているといえる。また家族従業者は、このわずかな控除額が収入としてみなされるため、
社会的にも経済的にも自立しにくい状況となっている。このような状況では、家業を手伝いたく
とも手伝うことが困難となり、その結果、後継者不足に拍車をかけ、地域経済の安定と持続的発
展に大きな影響を及ぼす懸念がある。
　女性の社会進出や働き方改革の推進、多様な就業形態が求められる現代において、家族従業者
の労務提供に対する法的な制約は、時代にそぐわないものとなっている。家族による協力をもと
にした健全な事業運営が求められる中、所得税法第５６条の存在は、実態に即していないだけで
なく、個人事業主とその家族の働き方や生活の選択肢を狭めるものである。
　よって本市議会は、国会及び政府に対し、家族従業者の労働を適正に評価し、労働実態に応じ
た税制とするため、所得税法第５６条の廃止を行うよう要請する。

総
務
委
員
会

 Q  
勝
連
城
跡
公
園
整
備
事
業
に
お
け
る

公
有
財
産
購
入
費
3
︐
2
9
7
万
5

︐
1
4
6
円
の
実
績
と
現
在
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
。

 A  

当
該
事
業
の
令
和
5
年
度
の
実
績
と

し
て
、
公
有
財
産
購
入
費
に
つ
い
て

は
、
用
地
９
件
分
の
購
入
費
用
に
充

て
て
お
り
、
用
地
だ
け
の
進
捗
率

で
い
う
と
、
対
象
の
2
0
0
筆
中

1
5
8
筆
の
契
約
を
行
い
、
金
額

に
よ
る
進
捗
率
は
87
．
7
％
と
な
っ

て
い
る
。
今
後
、
令
和
６
年
度
か
ら

令
和
７
年
度
に
か
け
て
残
り
の
土
地

を
購
入
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

教
育
福
祉
委
員
会

 Q  

若
年
妊
産
婦
の
居
場
所
づ
く
り
事
業

に
つ
い
て
、
事
業
を
実
施
し
た
結
果

と
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
見
え
て

き
た
と
考
え
る
か
。

 A  

居
場
所
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
安
心
し
て
妊
娠
や
出
産
、
育
児

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
ま

た
、
出
産
後
に
は
就
労
支
援
や
復
学

支
援
と
い
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ

り
、
利
用
者
が
そ
れ
ぞ
れ
目
標
を
設

定
す
る
こ
と
で
そ
の
支
援
を
行
い
、

就
労
に
つ
な
が
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
結
果
と
し
て
将
来
を
見

据
え
た
先
の
計
画
を
立
て
、
行
動
し

て
い
る
若
年
妊
産
婦
が
増
え
て
き
て

い
る
。

※そのほかの質疑・答弁は P ４～５に掲載しております。また委員長報告全文については議会映像、もしくは会議録をご覧ください。

委
員
会
審
査
に
て
質
疑
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
委
員
長
報
告
よ
り
抜
粋
し
て
い
ま
す

沖縄（観光地など）

紅型

琉球ガラス

ジンベイザメ

勝連城跡

島とうがらし

さんぴん茶

ご当地ビール

シーサー

ちんすこう

シークワーサー

Beer

350ml
お酒

さ
ん
ぴ
ん
茶

島
とうがらし

ち
ん
す
こ
う
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第78号

 本 会 議 で の 主 な   質 疑 （９月定例会） 本 会 議 で の 主 な   質 疑 （９月定例会）
認
定
第
１
号　

令
和
５
年
度
う
る
ま
市

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

 

 Q  

仲
程
孝
議
員　
土
木
費
負
担
金
３
︐

0
１
7
万
4
千
円
に
つ
い
て
令
和
４
年

度
決
算
額
9
5
5
万
7
千
円
と
比
較
し

て
大
幅
に
増
額
し
て
い
る
が
要
因
を
伺

う
。

 A  

ま
ず
、当
該
負
担
金
は
、川
崎
ル
ー
シ
ー

河
線
道
路
改
良
事
業
に
係
る
、
ル
ー

シ
ー
河
橋
架
け
替
え
工
事
に
伴
い
、
川

崎
川
を
管
理
す
る
沖
縄
県
に
よ
る
負
担

金
で
あ
る
。令
和
４
年
度
に
つ
い
て
は
、

一
部
工
事
費
等
の
前
払
い
金
に
関
す
る

負
担
金
の
み
だ
っ
た
が
、
令
和
５
年
度

分
は
、
精
算
払
い
及
び
残
る
工
事
の
前

払
い
金
負
担
金
を
合
わ
せ
た
こ
と
に
よ

る
増
額
と
な
っ
て
い
る
。

Q  

仲
程
孝
議
員　
津
堅
島
緊
急
防
災
ヘ

リ
ポ
ー
ト
整
備
事
業
、
8
9
7
万
6
︐

3
9
0
円
、
委
託
先
と
実
績
を
伺
う
。

ま
た
、
今
年
度
で
は
9
︐
1
7
1
万

円
の
予
算
だ
が
、
現
在
の
進
捗
状
況
と

事
業
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

 A  

決
算
額
の
う
ち
、
8
8
0
万
円
に
つ

い
て
は
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
整
備
に
関
す
る

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
等
を
手
掛
け
る

「
エ
ア
ロ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
株
式
会
社
」

に
対
す
る
基
本
計
画
策
定
業
務
委
託
料

の
支
払
い
分
。
ま
た
、
同
基
本
計
画
の

実
績
と
し
て
は
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
施
設
整

備
に
向
け
た
条
件
の
整
理
や
場
所
の
選

定
、
施
設
設
備
な
ど
の
整
備
計
画
、
及

び
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
の
事
業
計

画
策
定
な
ど
。
今
年
度
の
進
捗
は
、
８

月
初
旬
に
県
内
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
共

同
企
業
体
と
基
本
設
計
業
務
委
託
契
約

を
締
結
し
、
現
在
、
現
地
の
測
量
業
務

等
を
行
っ
て
い
る
段
階
で
あ
っ
て
、
そ

の
後
、
事
業
用
地
の
購
入
に
向
け
て
取

り
組
む
予
定
で
あ
る
。

 Q  

伊
盛
サ
チ
子
議
員　
耕
作
放
棄
地
再
生

事
業
、
8
6
4
︐
8
2
0
円
、
事
業
実

施
の
効
果
及
び
補
助
金
申
請
件
数
に
つ

い
て
。
ま
た
、
前
年
度
と
比
較
し
て
減

額
に
な
っ
て
い
る
が
、
要
因
は
何
か
。

 A  

効
果
と
し
て
は
、
7
︐
1
4
9
㎡
の
耕

作
放
棄
地
が
農
地
と
し
て
再
生
さ
れ
、

生
産
農
地
の
拡
大
及
び
生
産
量
・
所
得

の
向
上
に
つ
な
が
っ
た
。
ま
た
、
補
助

金
の
申
請
件
数
は
７
件
。
令
和
４
年
度

に
お
い
て
は
、
補
助
金
3
3
6
万
9

︐
2
0
5
円
、
再
生
面
積
１
8
︐

2
2
3
㎡
、
申
請
件
数
9
件
。
補
助
金

減
額
の
要
因
と
し
て
は
、
再
生
面
積
の

減
少
及
び
農
地
の
荒
廃
状
況
に
よ
り
変

動
す
る
た
め
。

 Q  

伊
盛
サ
チ
子
議
員　
が
ん
検
診
総
合
支

援
事
業
、
１
︐
３
０
８
万
３
︐
２
１
５

円
の
事
業
実
施
目
的
、
委
託
項
目
、
実

績
及
び
成
果
に
つ
い
て
。

 A  
事
業
実
施
の
目
的
に
つ
い
て
は
、
が
ん

の
早
期
発
見
、
が
ん
に
よ
る
死
亡
者
数

の
減
少
を
目
指
す
中
に
お
い
て
、
各
種

が
ん
検
診
に
か
か
る
個
別
通
知
書
や
チ

ラ
シ
等
に
よ
る
受
診
勧
奨
や
啓
発
等
の

強
化
を
図
り
、
が
ん
検
診
の
受
診
を
促

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
委

託
項
目
に
つ
い
て
は
、
健
康
診
査
等
受

診
券
及
び
健
診
ガ
イ
ド
の
封
入
封
緘
業

務
委
託
料
で
あ
る
。
実
績
及
び
成
果
に

つ
い
て
は
、
令
和
５
年
度
の
各
種
受
診

率
が
、
肺
が
ん
16
．
１
％
、
胃
が
ん

10
．
６
％
、
大
腸
が
ん
13
．
２
％
、
乳

が
ん
16
．
２
％
、子
宮
頸
が
ん
16
．３
％

で
、
令
和
３
年
度
及
び
令
和
４
年
度
に

比
べ
る
と
、
令
和
４
年
度
と
令
和
５
年

度
の
肺
が
ん
受
診
率
は
同
率
で
あ
る

が
、
そ
れ
以
外
の
が
ん
受
診
率
は
増
加

し
て
い
る
。

報
告
第
12
号　

放
棄
し
た
債
権
の
報
告
に

つ
い
て
（
不
当
利
得
返
還
金
）

 Q  

伊
波
洋
議
員　
若
者
就
業
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
給
付
金
の
給
付
の
経
緯
に
つ
い

て
。
ま
た
、
給
付
金
の
返
還
を
求
め
る

事
案
説
明
に
つ
い
て
。
最
後
に
、
給
付

金
の
返
還
困
難
事
由
に
つ
い
て
説
明
を

求
め
る
。

 A  

１
点
目
の
給
付
の
経
緯
に
つ
い
て
、「
う

る
ま
市
若
者
就
業
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
給

付
金
支
給
要
綱
」
に
基
づ
き
、
う
る
ま

市
子
ど
も
の
貧
困
対
策
推
進
計
画
委
員

会
を
組
織
す
る
課
か
ら
の
推
薦
を
受
け

決
定
し
て
い
る
。
２
点
目
の
返
還
事
案

に
つ
い
て
は
、
給
付
金
の
全
額
支
給
を

受
け
、養
成
機
関
へ
入
所
し
た
も
の
の
、

自
己
都
合
に
よ
る
退
所
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
生
じ
た
も
の
。
３
点
目
の
返
還
で

き
な
い
事
由
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

分
割
納
付
誓
約
を
交
わ
し
、
一
部
納
付

は
頂
い
た
も
の
の
、
不
履
行
と
な
っ
た

た
め
、
債
務
者
へ
市
か
ら
の
督
促
状
や

裁
判
所
か
ら
の
支
払
督
促
申
立
書
の
送

付
、
仮
執
行
宣
言
申
立
書
の
送
達
を

行
っ
た
が
、
強
制
執
行
可
能
な
収
入
や

資
産
も
な
い
こ
と
か
ら
、
う
る
ま
市
債

権
管
理
条
例
第
13
条
第
1
項
に
該
当
す

る
と
判
断
し
、
債
権
放
棄
を
行
っ
て
い

る
。

議
案
第
70
号　

令
和
６
年
度
う
る
ま
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

 Q  
伊
波
洋
議
員　
第
三
の
居
場
所
学
力
等

調
査
事
業
、
3
1
2
万
8
千
円
の
事

業
説
明
、
補
正
減
の
説
明
を
。

 A  

事
業
内
容
は
、「
こ
ど
も
の
第
三
の
居

場
所
」
の
効
果
検
証
を
行
う
た
め
の
、

学
力
調
査
及
び
意
識
調
査
を
実
施
す
る

事
業
で
あ
る
。「
こ
ど
も
の
第
三
の
居

場
所
」
と
は
様
々
な
困
難
な
状
況
に
あ

る
子
供
た
ち
に
、
家
庭
及
び
学
校
の
ほ

か
に
「
第
三
の
居
場
所
」
と
な
る
場
所

を
提
供
す
る
事
業
で
あ
り
、
事
業
開
始

か
ら
３
年
間
は
、
う
る
ま
市
、
公
益
財

団
法
人
日
本
財
団
、
運
営
法
人
の
三
者

に
て
、
居
場
所
の
運
営
、
事
業
効
果
の

検
証
を
行
う
事
業
で
あ
る
。
事
業
目
的

の
一
つ
と
し
て
、
効
果
検
証
の
結
果
に

基
づ
き
、
本
事
業
の
必
要
性
を
国
へ
政

策
提
言
を
行
う
目
的
が
あ
っ
た
が
、
こ

ど
も
家
庭
庁
に
お
い
て
「
児
童
育
成
支

援
拠
点
事
業
」
と
し
て
「
学
校
や
家
以

外
の
居
場
所
事
業
」
の
法
制
度
が
決

ま
っ
た
た
め
、
目
的
が
達
成
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
居
場
所
事
業
の
効
果
検
証

は
不
要
と
な
り
３
１
２
万
８
千
円
に
つ

い
て
は
補
正
減
と
な
っ
て
い
る
。

 Q  

伊
波
洋
議
員　
介
護
予
防
支
援
緊
急
対

策
事
業
、
２
︐
５
２
０
万
円
の
事
業
説

明
を
伺
う
。

 A  

事
業
内
容
に
つ
い
て
は
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
が
指
定
介
護
予
防
事
業
で

実
施
す
る
、
要
支
援
に
係
る
介
護
予
防

支
援
の
プ
ラ
ン
作
成
に
、
受
託
法
人
の

経
済
的
負
担
が
生
じ
て
い
る
現
状
が
把

握
さ
れ
て
お
り
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
の
相
談
件
数
が
増
加
傾
向
に
あ

る
中
、
包
括
職
員
に
お
い
て
も
プ
ラ
ン

作
成
業
務
を
担
う
な
ど
の
負
担
が
増
加

し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
包
括
職
員
が

相
談
業
務
に
注
力
で
き
る
体
制
を
整
え

る
人
員
経
費
や
業
務
効
率
化
な
ど
の
負

担
軽
減
策
に
対
し
補
助
を
行
う
こ
と

で
、
包
括
全
体
の
安
定
的
な
運
営
を
後

押
し
す
る
事
業
と
な
っ
て
い
る
。
な

お
、
事
業
実
施
の
際
に
は
、
事
業
経
費

の
精
査
や
実
績
報
告
の
確
認
を
行
い
な

が
ら
、
市
内
７
か
所
の
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
対
し
上
限
額
３
６
０
万
円

の
補
助
を
行
う
こ
と
に
な
る
。
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第78号

 本 会 議 で の 主 な   質 疑 （９月定例会） 本 会 議 で の 主 な   質 疑 （９月定例会）
 Q  

真
栄
城
隆
議
員　
戸
籍
総
合
シ
ス
テ
ム

改
修
委
託
料
、
１
︐
0
5
8
万
2
千

円
は
、
債
務
負
担
行
為
を
廃
止
し
、
繰

越
明
許
費
と
な
っ
て
い
る
が
そ
の
理
由

は
。

 A  

本
事
業
は
、
既
存
の
戸
籍
シ
ス
テ
ム
か

ら
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
を
活
用
し
た

全
国
標
準
準
拠
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
に

伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
業
務
と
な
っ

て
い
る
。
今
年
度
当
初
予
算
計
上
時
点

で
は
、今
年
度
内
に
事
業
者
を
選
定
し
、

令
和
７
年
４
月
よ
り
業
務
着
手
を
想
定

し
た
債
務
負
担
行
為
を
設
定
し
て
い
た

が
、
同
シ
ス
テ
ム
へ
移
行
す
る
に
は
、

１
年
前
倒
し
で
現
行
シ
ス
テ
ム
と
の
比

較
分
析
な
ど
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
本

年
度
中
に
業
務
着
手
す
る
こ
と
が
必
須

に
な
る
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、
補
正

予
算
に
委
託
費
を
計
上
し
、
併
せ
て
債

務
負
担
行
為
の
廃
止
及
び
事
業
期
間
延

長
を
見
越
し
た
繰
越
明
許
費
を
計
上
し

て
い
る
。

 Q  

真
栄
城
隆
議
員　
電
子
計
算
管
理
費
シ

ス
テ
ム
使
用
料
、
３
︐
３
３
９
万
５
千

円
減
額
の
理
由
を
伺
う
。

 A  

シ
ス
テ
ム
使
用
料
の
減
額
理
由
に
つ
い

て
は
、
当
初
予
算
に
お
い
て
、
自
治
体

シ
ス
テ
ム
標
準
化
に
伴
う
ガ
バ
メ
ン

ト
ク
ラ
ウ
ド
利
用
料
を
計
上
し
て
い
た

が
、
令
和
６
年
３
月
22
日
付
で
デ
ジ
タ

ル
庁
が
令
和
６
年
度
分
の
費
用
を
負
担

す
る
こ
と
が
決
定
し
た
こ
と
か
ら
、
減

額
補
正
と
し
て
い
る
。

 Q  

デ
ジ
タ
ル
改
革
関
連
法
が
3
年
前
に
成

立
し
、
こ
れ
ま
で
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
自

治
体
の
シ
ス
テ
ム
を
統
一
し
、
国
の
基

準
に
統
一
す
る
こ
と
に
よ
り
、
利
便
性

向
上
を
目
指
す
も
の
と
理
解
し
て
い
る

が
、
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
を
利
用
す

る
メ
リ
ッ
ト
を
伺
う
。
ま
た
、
県
内
各

自
治
体
の
利
用
状
況
も
併
せ
て
説
明

を
。

 A  

自
治
体
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
は
、
令
和

3
年
9
月
に
「
地
方
公
共
団
体
情
報
シ

ス
テ
ム
の
標
準
化
に
関
す
る
法
律
」
と

し
て
施
行
さ
れ
、
対
象
と
な
る
20
業
務

の
移
行
に
向
け
て
、
デ
ジ
タ
ル
基
盤
改

革
支
援
補
助
金
（
10
/

10
）
を
活
用
し

な
が
ら
進
め
て
い
る
事
業
。
メ
リ
ッ
ト

と
し
て
は
、
自
治
体
業
務
の
効
率
化
や

シ
ス
テ
ム
運
用
コ
ス
ト
の
削
減
が
あ

る
。
ま
た
、
本
市
で
は
、
標
準
化
対
応

に
備
え
リ
ス
ク
と
な
り
得
る
デ
ー
タ
移

行
や
デ
ー
タ
整
備
を
早
急
に
進
め
る
た

め
、
令
和
５
年
度
に
デ
ジ
タ
ル
庁
か
ら

発
出
さ
れ
た
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
早

期
移
行
団
体
検
証
事
業
に
応
募
し
、
採

択
を
受
け
、
取
組
を
行
っ
て
い
る
。
な

お
、
県
内
市
町
村
に
お
い
て
は
、
今
年

度
か
ら
那
覇
市
、
宜
野
湾
市
、
石
垣
市
、

名
護
市
が
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
早
期

移
行
団
体
検
証
事
業
に
採
択
さ
れ
、
取

組
を
行
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

 Q  
平
良
一
雄
議
員　
感
染
症
予
防
費　
予

防
接
種
事
業
、
１
億
９
８
１
万
２
千
円

の
内
容
に
つ
い
て
。
ま
た
、
10
月
１
日

よ
り
実
施
さ
れ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
対
象
者
、
自
己
負

担
額
を
伺
う
。

 A  

10
月
１
日
よ
り
定
期
予
防
接
種
と
し
て

実
施
さ
れ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
医
療
機
関
等
へ
支
払
う

委
託
料
と
、
令
和
５
年
度
緊
急
風
し
ん

抗
体
検
査
等
事
業
に
お
い
て
、
受
診

者
が
少
な
い
等
の
実
績
に
伴
う
国
庫

へ
の
償
還
金
の
合
計
額
と
な
る
。
定

期
接
種
の
対
象
者
に
つ
い
て
は
、「
65

歳
以
上
の
方
」
及
び
「
60
歳
以
上
65
歳

未
満
で
障
が
い
者
手
帳
１
級
程
度
の

者
」
と
な
っ
て
お
り
、
本
市
で
は
約

３
万
２
０
０
人
を
見
込
ん
で
い
る
。
自

己
負
担
額
に
つ
い
て
は
、
３
千
円
と
し

て
い
る
。

議
案
第
82
号　

う
る
ま
市
都
市
公
園
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例　

　
 Q  

伊
盛
サ
チ
子
議
員　
建
蔽
率
の
緩
和
に

つ
い
て
は
、
公
園
の
緑
地
面
積
や
オ
ー

プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
観
点
か
ら
定
め
ら
れ

て
い
る
と
思
う
が
、
改
正
に
よ
り
市
民

が
使
え
る
面
積
、
ス
ペ
ー
ス
を
失
う
こ

と
に
な
ら
な
い
か
。
次
に
、
公
園
内
に

民
間
施
設
を
設
置
す
る
際
の
事
業
者
の

公
募
方
法
、
選
定
、
決
定
の
プ
ロ
セ
ス

は
。
最
後
に
、施
設
の
面
積
な
ど
含
め
、

ど
こ
ま
で
公
園
の
管
理
を
任
せ
る
の
か

に
つ
い
て
説
明
を
求
め
る
。

 A  

１
点
目
の
建
蔽
率
に
つ
い
て
、
緑
地
面

積
等
は
最
大
２
％
減
少
す
る
が
、
対
象

公
園
は
、
自
治
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

活
動
と
し
て
多
く
活
用
さ
れ
て
い
る
街

区
公
園
等
を
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
向
上
、

里
親
制
度
に
基
づ
く
公
園
管
理
の
質
の

向
上
、
ま
た
災
害
時
に
は
集
会
所
を
活

用
し
た
防
災
拠
点
の
確
保
な
ど
が
期
待

さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。
２
点
目
の
決

定
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、
一
般
的
に
は

募
集
要
項
等
の
公
表
を
行
い
、
参
加
表

明
を
受
付
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
及

び
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
う
る
ま
市

P
F
I
事
業
者
選
定
等
委
員
会
に
お

い
て
優
先
交
渉
権
者
を
決
定
す
る
。
３

点
目
に
つ
い
て
、
各
公
園
の
面
積
や
事

業
規
模
に
応
じ
て
募
集
要
項
等
で
管
理

す
る
面
積
を
定
め
て
い
く
。

〇
本
会
議
開
催
中
は
議
会
を
傍
聴

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
傍
聴

す
る
際
は
、
う
る
ま
市
役
所
西

棟
４
階
議
会
事
務
局
に
て
申
請

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
傍
聴
に
は
秩
序
維
持
の
た

め
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
議
会
事
務
局
職
員
ま
で
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
未
就
学
児
、

児
童
の
傍
聴
は
議
長
の
許
可
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
予
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

議
会
を
傍
聴
し
て

　
　
　
み
ま
せ
ん
か
？

市役所西棟 5 階にある傍聴席市役所西棟 5 階にある傍聴席
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第78号

議案（全会一致を除く）に対する議員の賛否一覧（令和６年８月臨時会・９月定例会）議案（全会一致を除く）に対する議員の賛否一覧（令和６年８月臨時会・９月定例会）

※議長は採決に加わりません。※議長は採決に加わりません。
※９月定例会は議長の欠席により、地方自治法第１０６条の規定に基づいて副議長が議長の職務を行ったため、副議長は※９月定例会は議長の欠席により、地方自治法第１０６条の規定に基づいて副議長が議長の職務を行ったため、副議長は
　採決に加わりません。　採決に加わりません。
○：賛成　　×：反対　　退：退席　　欠：欠席　　不：不在○：賛成　　×：反対　　退：退席　　欠：欠席　　不：不在

議案
番号 件　　名 議決

結果

かけはし 新政クラブ 希望のいぶき 津 梁 与開之会 日本
共産党 無所属

大　
城　
　
　
直

池
宮
城　
善　
伸

幸　
喜　
　
　
勇

國　
場　
正　
剛

玉　
城　
政　
哉

玉　
元　
哉　
世

比　
嘉　
直　
人

平　
良　
一　
雄

糸　
数　
昌　
宗

高　
屋　
　
　
優

真　
壁　
朝　
弘

仲　
程　
　
　
孝

伊　
礼　
　
　
正

国　
吉　
　
　
亮

又　
吉　
法　
尚

宮　
城　
一　
寿

伊　
波　
良　
明

神　
田　
洋　
一

下　
門　
　
　
勝

天　
願　
久　
史

藏　
根　
　
　
武

兼　
本　
光　
治

佐
久
田　
　
　
悟

伊　
盛　
サ
チ
子

金　
城　
加
奈
栄

伊　
波　
　
　
洋

真
栄
城　
　

   

隆

８
月
臨
時
会

議　案 

第 67 号
教育委員会委員の任命について

同 意 

19 ： 7
○ ○ ○ ○ ○○

議　
長

○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

９
月
定
例
会

認　定 

第１号
令和５年度うるま市一般会計歳入
歳出決算認定について

認　定 

17 ： 8
○ ○ ○ ○ ○○

欠

○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○

副
議
長

○ ○ × × × ○

認　定 

第３号
令和５年度うるま市介護保険特別
会計歳入歳出決算認定について

認　定 

23 ： 2
○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

認　定 

第４号

令和５年度うるま市農業集落排水
事業特別会計歳入歳出決算認定に
ついて

認　定 

24 ： 1
○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

認　定 認　定 

第７号第７号
令和５年度うるま市下水道事業会令和５年度うるま市下水道事業会
計決算認定について計決算認定について

認　定 認　定 

24 ： 124 ： 1
○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○○ ○ ○○ ○× ○○

議　案 議　案 

第 70 号第 70 号

令和６年度うるま市一般会計補正令和６年度うるま市一般会計補正
予算（第４号） 予算（第４号） 
( 原案に対して賛成多数 )

可　決 可　決 

17 ： 817 ： 8
○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○× × × ×× ○ ○ ○○ ○ ○× ×× ○○

議　案 議　案 

第 74 号第 74 号

令和６年度うるま市国民健康保険令和６年度うるま市国民健康保険
特別会計補正予算（第２号） 特別会計補正予算（第２号） 
( 原案に対して賛成多数 )

可　決 可　決 

22 ： 322 ： 3
○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○○ ○ ○× ×× ○○

議　案 

第 79 号

物品の取得について（小中学校教
育系基幹ネットワークスイッチ更
改業務）

可　決 

23 ： 0
○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○○ ○ ○退 退○ ○

議　案 議　案 

第 82 号第 82 号

うるま市都市公園条例の一部を改うるま市都市公園条例の一部を改
正する条例 正する条例 
( 原案に対して賛成多数 )

可　決 可　決 

22 ： 322 ： 3
○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○○ ○ ○× ×× ○○

議　案 

第86号

うるま市都市公園以外の公園に関
する条例 
( 原案に対して賛成多数 )

可　決 

23 ： 2
○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

議　案 

第 89 号

うるま市国民健康保険条例の一部
を改正する条例 
( 原案に対して賛成多数 )

可　決 

22 ： 3
○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○

諮　問 

第５号
人権擁護委員候補者の推薦につい
て

適　任 

23 ： 2
○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

公表します！！
　　　議案の賛否

議案第 70 号　電子表決システムによる採決の結果
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第78号

令和６年８月第１７８回うるま市議会臨時会 議決結果

議案番号 案　　　　件　　　　名 提案者 議決日 議決結果

承 認 第 ９ 号 専決処分の承認について（令和６年度うるま市一般会計補正予算（第３号）） 
（補正額：1,078,000 千円　補正後の予算額：75,605,333 千円） 市　長 令和６年 

８月22日 承　　認

承 認 第 10 号 専決処分の承認について（令和６年度うるま市下水道事業会計補正予算（第２号）） 〃 〃 〃

承 認 第 11 号 専決処分の承認について（下水道事業に係る損害賠償の額を定めること） 
（損害賠償額：4,512,280 円） 〃 〃 〃

議 案 第 65 号 物品の取得について（沖縄県消防指令センターシステム整備事業（指令機器）） 
（契約金額：3,720,069,980 円  契約の相手方：光通信工業株式会社） 〃 〃 原案可決

議 案 第 66 号 物品の取得について（高規格救急自動車） 
（契約金額：27,280,000 円　契約の相手方：沖縄トヨタ自動車株式会社） 〃 〃 〃

議 案 第 67 号 教育委員会委員の任命について 
（宮城　華織） 〃 〃 同　　意

令和６年９月第１７９回うるま市議会定例会 議決結果

議案番号 案　　　　件　　　　名 提案者 議決日 議決結果

認 定 第 １ 号 令和５年度うるま市一般会計歳入歳出決算認定について 
（歳入 75,482,286,889 円　歳出 72,679,744,725 円　差額 2,802,542,164 円） 市　長 令和６年 

9月30日 認　　 定

認 定 第 ２ 号 令和５年度うるま市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 
（歳入 16,409,447,477 円　歳出 16,101,393,496 円　差額 308,053,981 円） 〃 〃 〃

認 定 第 ３ 号 令和５年度うるま市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 
（歳入 11,891,349,851 円　歳出 11,513,069,877 円　差額 378,279,974 円） 〃 〃 〃

認 定 第 ４ 号 令和５年度うるま市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について 
（歳入 34,325,293 円　歳出 29,487,892 円　差額 4,837,401 円） 〃 〃 〃

認 定 第 ５ 号 令和５年度うるま市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 
（歳入 1,226,637,090 円　歳出 1,221,502,361 円　差額 5,134,729 円） 〃 〃 〃

認 定 第 ６ 号 令和５年度うるま市水道事業会計決算認定について 〃 〃 〃
認 定 第 ７ 号 令和５年度うるま市下水道事業会計決算認定について 〃 〃 〃

報 告 第 11 号 令和５年度決算に基づくうるま市健全化判断比率及び資金不足比率の報告について 〃 令和６年 
9月9日 報　　 告

報 告 第 12 号 放棄した債権の報告について（不当利得返還金） 
（放棄した額：500,000 円） 〃 〃 〃

報 告 第 13 号 放棄した債権の報告について（生活保護費返還金） 
（放棄した額：5,197,012 円） 〃 〃 〃

報 告 第 14 号 放棄した債権の報告について（介護給付費返納金） 
（放棄した額：26,715 円） 〃 〃 〃

報 告 第 15 号 放棄した債権の報告について（児童扶養手当返還金） 
（放棄した額：2,248,900 円） 〃 〃 〃

報 告 第 16 号 放棄した債権の報告について（幼稚園保育料等） 
（放棄した額：394,650 円） 〃 〃 〃

報 告 第 17 号 放棄した債権の報告について（不当利得返還金） 
（放棄した額：2,397,089 円） 〃 〃 〃

報 告 第 18 号 放棄した債権の報告について（損害賠償請求金） 
（放棄した額：240,809 円） 〃 〃 〃

諮 問 第 １ 号 人権擁護委員候補者の推薦について 
（照屋　フジ子） 〃 令和６年 

9月30日 適　　 任

諮 問 第 ２ 号 人権擁護委員候補者の推薦について 
（長堂　純吉） 〃 〃 〃

諮 問 第 ３ 号 人権擁護委員候補者の推薦について 
（佐久川　長儀） 〃 〃 〃

諮 問 第 ４ 号 人権擁護委員候補者の推薦について 
（目取真　淳） 〃 〃 〃

諮 問 第 ５ 号 人権擁護委員候補者の推薦について 
（西新屋　光男） 〃 〃 〃

議 案 第 68 号 令和５年度うるま市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 〃 〃 原案可決
議 案 第 69 号 令和５年度うるま市下水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 〃 〃 〃

議 案 第 70 号 令和６年度うるま市一般会計補正予算（第４号） 
（補正額：2,609,164 千円　補正後の予算：78,214,497 千円） 〃 令和６年 

9月19日 〃

議 案 第 71 号 令和６年度うるま市水道事業会計補正予算（第２号） 〃 令和６年 
9月30日 〃

議 案 第 72 号 令和６年度うるま市下水道事業会計補正予算（第３号） 〃 令和６年 
9月19日 〃

議 案 第 73 号 令和６年度うるま市介護保険特別会計補正予算（第２号） 
（補正額：440,368 千円　補正後の予算：12,114,737 千円） 〃 〃 〃
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第78号

議案番号 案　　　　件　　　　名 提案者 議決日 議決結果

議 案 第 74 号 令和６年度うるま市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 
（補正額：66,542 千円　補正後の予算：16,095,420 千円） 市　長 令和６年 

9月19日 原案可決

議 案 第 75 号 令和６年度うるま市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 
（補正額：8,979 千円　補正後の予算：1,483,428 千円） 〃 令和６年 

9月30日 〃

議 案 第 76 号 訴えの提起について（土地明渡請求事件） 〃 〃 〃
議 案 第 77 号 車両事故に係る和解をすることについて 〃 〃 〃

議 案 第 78 号 沖縄市による区域外道路の路線認定に伴う承諾について 
（承諾範囲：起点 江洲 2172 番　終点 江洲 2172 番　延長 190.1 ｍ） 〃 〃 〃

議 案 第 79 号 物品の取得について（小中学校教育系基幹ネットワークスイッチ更改業務） 
（契約金額：13,200,000 円　　契約の相手方：株式会社 興洋電子） 〃 〃 〃

議 案 第 80 号 うるま市税条例の一部を改正する条例 
（地方税法等の一部を改正する法律の公布に伴う条例改正） 〃 〃 〃

議 案 第 81 号
アメリカ合衆国軍隊の構成員等の所有する軽自動車等に対する軽自動車税の種別割の特例
に関する条例の一部を改正する条例 

（地方税法の改正等に伴う条例改正）
〃 〃 〃

議 案 第 82 号 うるま市都市公園条例の一部を改正する条例 
（都市公園の設置基準及び管理の見直しに伴う条例改正） 〃 〃 〃

議 案 第 83 号
うるま市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例 

（特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の運
営に関する基準の改正に伴う条例改正）

〃 〃 〃

議 案 第 84 号 うるま市児童福祉関連複合施設条例の一部を改正する条例 
（児童福祉法の改正に伴う条例改正） 〃 〃 〃

議 案 第 85 号
うるま市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する
条例 

（スポーツ推進審議会委員の報酬の額を見直すための条例改正）
〃 〃 〃

議 案 第 86 号
うるま市都市公園以外の公園に関する条例 

（うるま市都市公園条例の改正に伴い、都市公園以外の公園の適正な管理を図るための条例
制定）

〃 〃 〃

議 案 第 87 号 うるま市国民健康保険高額療養資金貸付基金条例を廃止する条例 
（国民健康保険高額療養費支給事務の見直しに伴う条例の廃止） 〃 〃 〃

議 案 第 88 号 訴えの提起について（建物明渡等請求事件） 〃 〃 〃

議 案 第 89 号
うるま市国民健康保険条例の一部を改正する条例 

（行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律等の一部を改
正する法律の施行等に伴う条例改正）

〃 〃 〃

発 議 第 10 号 所得税法第５６条の廃止を求める意見書
総務委員会 

委員長
伊波良明

〃 〃

請 願 第 ９ 号 生活道路の整備に関する請願 ― 〃 趣旨採択

陳 情 第 ７ 号 うるま市印刷物入札制度改善に関する陳情 ― 〃 採　　 択

陳 情 第 29 号 県産品の優先使用について（要請） ― 〃 〃

陳 情 第 30 号 違法駐車対策に関する陳情 ― 〃 〃

陳 情 第 31 号 所得税法第 56 条の廃止を求める陳情 ― 〃 〃

本会議ライブ・録画中継は、こちら

請願及び陳情について詳しい情報はこちら

☜ ホームページ

☜ ホームページ

https://uruma-city.stream.jfit.co.jp

https://www.city.uruma.lg.jp/shisei/162/854

　意見書及び決議の
詳しい情報は、こちら☞

ホームページ
https://www.city.uruma.lg.jp/shisei/162/852
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市
政
に
反
映

　
  

皆
さ
ん
の
声

議長     比
ひ が

嘉  直
なお

人
と

一
般
質
問

一
般
質
問

　９月１７日から９月２６日の７日間、９月定例会における一般質問が行われ、
２６人の議員が質問しました。
　今回は「教育・文化・福祉の振興」や「農水産業・観光業の振興」「道路・公園
等の整備」「環境問題」など、市の一般事務に対して質問がありました。

掲載文は、各議員の質問と執行部の答弁を
簡略にしたものです。実際には多岐にわたる
内容となっています。
各議員の真剣な質問と執行部
の誠意ある答弁は録画中継を　
ご覧ください。

『一般質問』は、議員が市の
行政全般にわたり、執行機関
に対し事務の執行状況及び将
来に対する方針等について所
信をただし、あるいは報告、
質問を求め、又は疑問をただ
すことをいいます。

録画映像
トップページへ

幸
こ う

喜
き

 勇
いさむ

 議員（かけはし）

獅子舞の保存継承を意識して、獅子舞の保存継承を意識して、
今後の披露機会の取組は今後の披露機会の取組は
答弁…来年はフェスティバルが開催
されるよう地域の意見を伺う

障
が
い
福
祉
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク

Q
障
が
い
福
祉
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
作
成
事
業
の
進
捗
状
況
を

伺
う
。

A
（
幸
地
福
祉
部
長
）
９
月

中
に
市
内
障
害
者
就
労
支
援

事
業
所
を
契
約
相
手
方
と
す

る
業
務
委
託
契
約
を
締
結
し
、

令
和
７
年
３
月
に
納
品
予
定
。

空
家
等
対
策
計
画
策
定

事
業

Q
空
家
等
対
策
計
画
は
早
め

に
策
定
す
べ
き
だ
と
考
え
る

が
、
中
村
市
長
の
見
解
を
伺

う
。

A
（
中
村
市
長
）
空
家
等
対

策
計
画
は
早
急
に
策
定
す
べ

き
で
あ
る
と
認
識
。
今
後
の

空
き
家
対
策
は
、
ま
ず
は
危

険
除
去
を
し
、
そ
の
計
画
づ

く
り
に
今
回
の
一
般
質
問
も

反
映
し
て
い
き
た
い
。

公
民
連
携
の
取
組

Q
民
間
事
業
者
等
と
行
政
を

つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
と
し
て
の

知
恵
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
結
集
し

て
、
新
た
な
解
決
方
法
、
新

た
な
価
値
を
創
出
す
る
公
民

連
携
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
対
話
窓

口
の
導
入
に
つ
い
て
伺
う
。

A
（
金
城
企
画
部
長
）
議
員

御
提
案
の
公
民
連
携
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
対
話
窓
口
の
導
入
可

能
性
も
含
め
て
、
さ
ら
な
る

官
民
連
携
推
進
の
方
策
を
検

討
。

Q
本
市
の
財
政
健
全
化
に
つ

な
げ
る
た
め
に
も
民
間
の
有

益
な
ア
イ
デ
ア
を
本
市
に
集

め
る
仕
組
み
は
大
変
重
要
な

視
点
だ
と
感
じ
て
い
る
が
、

中
村
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

A
（
中
村
市
長
）
住
民
か
ら

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
引
き
出

し
、
互
い
に
責
任
を
持
つ
形

が
理
想
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
た
め
、
就
任
直
後
か
ら
自

治
会
や
市
民
団
体
、
企
業
な

ど
に
直
接
出
向
い
て
多
く
の

意
見
を
拝
聴
し
て
い
る
。
地

域
課
題
が
複
雑
化
・
多
様
化

す
る
中
で
、
官
民
連
携
の
取

組
が
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り

効
果
的
・
効
率
的
な
も
の
に

し
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
と

認
識
。
公
民
連
携
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
対
話
窓
口
も
参
考
の

上
、
さ
ら
な
る
官
民
連
携
の

取
組
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

伝統
継承
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一歩
前進

糸
い と

数
か ず

 昌
ま さ

宗
む ね

 

神
か み

田
だ

 洋
よ う

一
い ち

議員

議員

（新政クラブ）

（津梁）

市道石川 68 号線（大育保育市道石川 68 号線（大育保育
園前道路）整備の進捗は園前道路）整備の進捗は

天願小プール水温が高く中止天願小プール水温が高く中止
の日があった。次年度対策はの日があった。次年度対策は

答弁…概略設計業務の発注準備を
行っているところ

答弁…熱中症対策でプールサイドに
テントスペースを確保する

野
球
場
の
撤
去

Q
モ
デ
ル
プ
ラ
ン
で
は
石
川

野
球
場
が
撤
去
さ
れ
る
こ
と

に
つ
い
て
、
そ
の
具
体
的
な

理
由
と
、
撤
去
に
伴
い
、
地

域
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
ど
の

よ
う
な
影
響
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
か
。
さ
ら
に
、
野
球

場
の
代
替
施
設
や
ス
ポ
ー
ツ

活
動
の
継
続
を
支
援
す
る
計

画
が
あ
る
か
を
伺
う
。

A
（
金
城
企
画
部
長
）
事
業

者
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
か
ら
の

意
見
を
通
じ
、
海
へ
の
眺
望

を
確
保
し
た
プ
ラ
ン
と
し
て

提
案
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
も

の
の
、
既
存
の
公
共
施
設
の

在
り
方
に
つ
い
て
は
、
ま
だ

方
向
性
が
決
定
し
て
い
な
い

た
め
、
現
在
の
対
象
地
内
に

機
能
と
し
て
残
す
方
法
や
周

辺
へ
の
配
置
及
び
代
替
施
設

の
在
り
方
な
ど
を
含
め
、
公

共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
検
討

委
員
会
で
総
合
的
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。

通
信
イ
ン
フ
ラ
の
強
化

Q
ス
タ
ー
リ
ン
ク
の
導
入
は
、

市
民
の
安
全
と
福
祉
の
向
上
、

市
の
持
続
的
な
発
展
に
寄
与

す
る
も
の
と
し
て
極
め
て
有

益
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
リ
ス
ク

が
高
ま
っ
て
い
る
現
在
、
地

震
発
生
時
に
お
け
る
迅
速
か

つ
確
実
な
情
報
伝
達
手
段
の

確
保
は
、
市
民
の
生
命
と
財

産
を
守
る
た
め
に
欠
か
せ
な

い
要
素
。
ス
タ
ー
リ
ン
ク
の

導
入
を
明
確
に
決
定
し
、
迅

速
に
進
め
て
ほ
し
い
が
。

A
（
大
田
防
災
広
報
対
策
部
長
）

大
規
模
災
害
時
等
に
お
け
る

通
信
イ
ン
フ
ラ
の
確
保
と
い

う
観
点
か
ら
は
非
常
に
有
効

な
手
段
と
し
て
認
識
し
て
い

る
。
危
機
管
理
担
当
部
局
と

し
て
は
、
改
め
て
導
入
に
向

け
、庁
内
関
係
部
署
と
協
議・

調
整
し
て
い
き
た
い
。

※
そ
の
他
「
ク
ー
リ
ン
グ

シ
ェ
ル
タ
ー
」「
市
道
石
川

68
号
線
」「
石
川
庁
舎
利
活

用
」「
畜
産
業
」
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
健
康

被
害

Q
本
市
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
健
康
被
害
は
。

A
（
古
謝
市
民
生
活
部
参
事
）

健
康
被
害
申
請
者
数
20
名
、

そ
の
う
ち
認
定
者
は
15
名
。

メ
ー
カ
ー
別
で
は
フ
ァ
イ

ザ
ー
社
10
件
、
モ
デ
ル
ナ
社

5
件
。
全
て
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク

チ
ン
で
あ
っ
た
。

Q　
月
開
始
の
新
型
コ
ロ
ナ

と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
の
定
期
予
防
接
種
に
て
、

両
方
同
時
に
接
種
す
る
際
の

リ
ス
ク
、
ま
た
現
在
日
本
で

だ
け
承
認
さ
れ
た
「
自
己
増

殖
型
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
」

に
よ
る
健
康
被
害
へ
の
不
安

に
つ
い
て
市
の
見
解
を
伺
う
。

A
同
時
接
種
は
認
め
ら
れ
て

お
り
本
人
同
意
と
医
師
の
判

断
に
よ
り
可
能
、
国
承
認
の

ワ
ク
チ
ン
の
た
め
健
康
被
害

の
際
は
健
康
被
害
救
済
制
度

を
利
用
で
き
る
。

県
道
２
２
４
号
線
沿
い

へ
の
防
犯
灯
設
置

Q
天
願
簡
易
郵
便
局
前
か
ら

川
崎
交
差
点
ま
で
の
間
防
犯

灯
が
少
な
く
自
治
会
単
独
予

算
で
の
設
置
は
大
変
厳
し
い
、

市
の
対
応
策
を
伺
う
。

A
（
松
岡
市
民
生
活
部
長
） 

設
置
基
準
や
補
助
の
在
り
方

を
庁
内
検
討
中
。
当
区
間
へ

の
設
置
に
も
時
間
を
要
す
る
。

事
務
委
託
費
の
増
額

Q
次
年
度
自
治
会
長
の
事
務

委
託
契
約
に
て
委
託
料
の
増

額
が
可
能
か
。

A
（
松
岡
市
民
生
活
部
長
） 

委
託
料
増
額
は
大
変
難
し
い
。

市
民
広
場
を
警
備
対
象

に
含
め
る
事
に
関
し
て

Q
以
前
も
質
問
し
た
が
、
次

年
度
の
契
約
で
市
民
広
場
も

警
備
の
範
囲
に
含
め
て
は
。

A（
田
場
都
市
建
設
部
参
事
） 

本
庁
舎
警
備
業
務
契
約
は
本

庁
舎
警
備
が
目
的
。
市
民
広

場
で
の
不
審
事
案
の
際
、
連

絡
や
通
報
体
制
を
強
化
で
き

る
よ
う
工
夫
し
て
い
き
た
い
。

※
そ
の
他
「
交
通
安
全
対
策

特
別
交
付
金
事
業
」「
公
園

里
親
制
度
」「
国
外
居
住
者

の
税
の
未
納
」「
安
慶
名
中

央
公
園
の
活
用
」
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。　
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暑さ
対策

石川庁舎周辺イメージ図
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議員

議員（新政クラブ）

（希望のいぶき）

石
川
岳
へ
の
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
新
設
の
提
案

Q
石
川
地
域
の
活
性
化
等
の

観
点
か
ら
、
石
川
岳
へ
ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ
を
新
設
す
る
こ
と

は
可
能
か
。

A
（
金
城
企
画
部
長
）
石
川

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
拠
点
形
成
基

本
計
画
で
も
イ
メ
ー
ジ
と
し

て
は
示
し
て
い
る
。
石
川
地

域
周
辺
に
人
々
を
誘
導
す
る

方
向
性
で
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
な

ど
の
新
た
な
交
通
手
段
の
調

査
・
研
究
を
行
っ
て
い
く
。

石
川
海
岸
付
近
の

マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
新
設

Q
石
川
海
岸
は
以
前
、
レ

ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
や
ウ
イ
ン
ド

サ
ー
フ
ィ
ン
な
ど
で
賑
わ
っ

て
い
た
。
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト

等
が
降
ろ
せ
る
ス
ロ
ー
プ
の

新
設
は
可
能
か
。

A（
名
嘉
眞
都
市
建
設
部
長
）　

港
湾
施
設
内
か
ら
海
へ
降
ろ

す
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
考

え
る
が
、
新
設
と
な
る
と
海

岸
管
理
者
と
の
協
議
が
必
要
。

石
川
赤
崎
石
川
警
察
署

前
交
差
点
渋
滞
緩
和

Q
当
該
交
差
点
渋
滞
緩
和
の

た
め
、
ロ
ー
タ
リ
ー
や
高
架

橋
設
置
は
将
来
的
に
可
能
か
。

A
（
松
岡
市
民
生
活
部
長
）　

赤
崎
交
差
点
は
令
和
４
年
度

の
沖
縄
地
方
渋
滞
対
策
推
進

協
議
会
で
主
要
渋
滞
箇
所
に

特
定
。
中
部
土
木
事
務
所
に

よ
る
と
県
道
側
の
渋
滞
対
策

を
検
討
中
と
の
こ
と
。

う
る
ま
市
子
ど
も
会
育
成

連
絡
協
議
会
の
復
活

Q
以
前
質
問
し
た
う
る
ま
市

子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

復
活
の
進
捗
状
況
は
。

A
（
川
端
社
会
教
育
部
長
）　

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
、
子
ど
も
会

育
成
連
絡
協
議
会
と
も
に
、

コ
ロ
ナ
禍
以
前
と
同
様
活
発

な
事
業
展
開
が
さ
れ
て
い
る
。

今
後
も
各
団
体
が
連
携
・
協

力
し
て
子
供
た
ち
を
支
え
、

教
育
委
員
会
と
し
て
も
支
援

を
行
っ
て
い
く
。

※
そ
の
他
「
自
販
機
を
活
用

し
た
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
」「
石

川
公
園
内
施
設
修
繕
等
」
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

ク
ル
ー
ズ
船
受
入
れ

旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
建
設

Q
中
城
湾
港
内
旅
客
タ
ー
ミ

ナ
ル
建
設
に
つ
い
て
。

A
（
岸
本
経
済
産
業
部
長
）　

県
が
令
和
４
年
３
月
に
策
定

し
た
中
城
湾
港
港
湾
計
画
に

ク
ル
ー
ズ
船
専
用
岸
壁
整
備

が
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
県

に
働
き
か
け
る
。

字
具
志
川

Q
具
志
川
グ
ス
ク
の
整
備
に

つ
い
て
伺
う
。

A
（
川
端
社
会
教
育
部
長
）　

周
辺
に
は
個
人
有
地
も
あ
り
、

市
単
独
整
備
は
厳
し
い
。
平

和
学
習
活
用
は
自
治
会
と
協

力
・
連
携
し
て
い
く
。

勝
連
・
平
敷
屋
地
区

Q
市
道
勝
連
２
―
１
号
線
道

路
崩
落
に
つ
い
て
。

A（
名
嘉
眞
都
市
建
設
部
長
）　

令
和
７
年
１
月
工
事
発
注
、

同
年
９
月
完
成
を
目
標
。

Q
ホ
ワ
イ
ト
・
ビ
ー
チ
地
区

の
夜
間
サ
イ
レ
ン
に
つ
い
て
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
午
前
１
時

と
４
時
に
鳴
ら
す
の
は
非
常

識
で
は
な
い
か
。

A（
大
田
防
災
広
報
対
策
部
長
）

近
隣
住
民
に
不
安
を
与
え
な

い
よ
う
事
前
に
地
域
へ
連
絡

す
る
旨
回
答
が
あ
っ
た
。
文

書
要
請
の
予
定
は
な
い
。

島
し
ょ
地
域
の
地
区
別

課
題

Q
津
堅
島
ア
ギ
浜
港
の
現
状

に
つ
い
て
。

A（
名
嘉
眞
都
市
建
設
部
長
）　

県
か
ら
津
堅
港
整
備
を
優
先

検
討
し
、
ア
ギ
浜
港
は
引
き

続
き
検
討
す
る
旨
回
答
が

あ
っ
た
。

Q
平
安
座
島
の
文
化
財
保
存

強
化
支
援
に
つ
い
て
。

A
（
川
端
社
会
教
育
部
長
）　

サ
ン
グ
ヮ
チ
ャ
ー
や
ト
ゥ
ダ

チ
墓
な
ど
文
化
財
保
存
は
地

元
の
理
解
が
必
要
で
、
文
化

財
指
定
支
援
等
は
自
治
会
の

対
応
を
待
っ
て
進
め
て
い
く
。

Q
桃
原
漁
港
し
ゅ
ん
せ
つ
工

事
に
つ
い
て
。

A（
座
喜
味
農
林
水
産
部
長
）　

財
源
確
保
を
検
討
。

※
そ
の
他「
教
育
行
政
」「
川

田
区
」
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。

石川
発展

働方
改革

石川岳にロープウェイを新設　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石川岳にロープウェイを新設　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
することは可能かすることは可能か

教職員働き方改革・安全衛生教職員働き方改革・安全衛生
委員会活動と課題は委員会活動と課題は

答弁…石川へ人々を誘導する方向
で新たな交通手段を調査する

答弁…長時間労働の健康障害防止等
で快適な職場環境の形成を促進

真
ま

壁
か べ

 朝
あ さ

弘
ひ ろ

 

宮
み や

城
ぎ

 一
か ず

寿
と し
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議員

議員（かけはし）

（希望のいぶき）

う
る
ま
市
文
化
財
保
存

活
用
地
域
計
画

Q
文
化
庁
長
官
の
認
定
を
受

け
た
経
緯
に
つ
い
て
。

A
（
川
端
社
会
教
育
部
長
）　

平
成
30
年
に
文
化
財
保
護
法

が
改
正
さ
れ
、
文
化
財
保
存

活
用
地
域
計
画
の
策
定
が
位

置
づ
け
ら
れ
た
。
本
市
に
お

い
て
は
、
同
計
画
策
定
に
向

け
県
内
で
も
い
ち
早
く
取
り

組
み
、
文
化
庁
と
の
協
議
を

重
ね
な
が
ら
、
去
る
７
月
19

日
に
文
化
庁
か
ら
認
定
を
受

け
た
。

Q
文
化
財
の
保
存
・
継
承
の

取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

A
文
化
財
の
保
存
・
継
承
に

つ
い
て
は
、
現
在
実
施
し
て

い
る
伝
統
文
化
・
民
俗
芸
能

伝
承
活
動
事
業
を
通
し
て
、

伝
統
芸
能
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

と
と
も
に
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

に
お
い
て
発
表
の
場
を
創
出

し
、
保
存
・
継
承
・
発
展
に

取
り
組
み
た
い
。
次
年
度
よ

り
関
連
文
化
財
群
の
一
つ
で

あ
る
安
慶
名
城
跡
の
試
掘
調

査
を
実
施
す
る
計
画
で
あ
る
。

都
市
建
設

Q
安
慶
名
地
域
排
水
修
繕
に

つ
い
て
。

A（
名
嘉
眞
都
市
建
設
部
長
）　

緊
急
性
の
高
い
約
19
ｍ
の
区

間
に
つ
い
て
修
繕
を
行
っ
て

お
り
、
下
流
側
約
20
ｍ
程
度

の
区
間
に
つ
い
て
も
、
引
き

続
き
対
応
し
て
い
く
。

雨
水
幹
線

Q
安
慶
名
第
２
雨
水
幹
線
の

整
備
に
つ
い
て
。

A
（
座
間
味
水
道
部
長
）
安

慶
名
第
２
雨
水
幹
線
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
安
慶
名
第
１

雨
水
幹
線
へ
バ
イ
パ
ス
管
、

管
径
１
３
５
０
ｍｍ
、
延
長
約

２
４
１
ｍ
、
令
和
４
年
度
か

ら
令
和
６
年
度
に
工
事
を
行

い
、
整
備
は
完
了
し
て
い
る
。

Q
安
慶
名
第
２
雨
水
幹
線
整

備
の
効
果
に
つ
い
て
。

A
排
水
能
力
が
不
足
し
て
い

る
当
幹
線
の
排
水
量
を
低
減

さ
せ
る
た
め
、
安
慶
名
第
１

雨
水
幹
線
へ
の
バ
イ
パ
ス
管

を
整
備
す
る
こ
と
で
、
浸
水

被
害
の
軽
減
を
図
る
効
果
が

あ
る
。

石
川
地
域
ま
ち
づ
く
り

推
進
計
画

Q
今
後
は
地
域
住
民
に
具
体

的
プ
ラ
ン
を
提
示
す
る
と
と

も
に
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
利
用
者
、

体
育
館
利
用
者
、
プ
ー
ル
利

用
者
の
方
々
に
、
代
替
案
も

示
し
な
が
ら
説
明
を
し
て
い

く
べ
き
と
考
え
る
が
。

A
（
金
城
企
画
部
長
）
現
在

利
用
し
て
い
る
方
々
へ
の
説

明
は
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

今
後
は
丁
寧
な
説
明
を
心
が

け
て
い
く
。

市
民
か
ら
の
要
望
を
問

うQ
石
川
地
区
公
民
館
ト
イ
レ

修
繕
に
つ
い
て
。　
　
　
　

A
（
川
端
社
会
教
育
部
長
）　

12
月
中
の
改
修
工
事
発
注
を

予
定
し
て
い
る
。

Q
石
川
中
学
校
野
球
部
バ
ッ

ク
ネ
ッ
ト
付
近
の
水
は
け
改

善
に
つ
い
て
。

A（
兼
城
社
会
教
育
部
参
事
）　

改
善
に
向
け
て
修
繕
整
備
の

対
応
を
予
定
し
て
お
り
、
作

業
日
程
に
つ
い
て
は
学
校
と

調
整
し
決
定
し
て
い
く
。

Q
宮
森
小
学
校
付
近
の
市
道

石
川
18
号
線
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

設
置
の
要
望
に
つ
い
て
。

A（
名
嘉
眞
都
市
建
設
部
長
）　

見
通
し
の
悪
さ
や
緊
急
性
な

ど
を
総
合
的
に
判
断
し
、
設

置
の
必
要
性
に
つ
い
て
判
断

し
て
い
く
。

今
後
実
施
に
向
け
て
話

し
合
っ
て
欲
し
い
こ
と

Q
公
園
遊
具
に
日
除
け
を
設

置
す
る
こ
と
で
、
夏
場
の
利

用
も
可
能
と
考
え
る
が
。

A（
名
嘉
眞
都
市
建
設
部
長
）　

財
源
確
保
や
安
全
面
、
維
持

管
理
面
な
ど
を
総
合
的
に
判

断
す
る
た
め
、
事
例
研
究
し

て
い
く
。

Q
他
市
町
村
に
移
動
可
能
な

広
域
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
導
入
に
つ
い
て
の
取
組
を

伺
う
。

A
沖
縄
県
地
域
公
共
交
通
協

議
会
、
中
部
市
町
村
連
携
交

通
会
議
に
お
い
て
議
論
を

行
っ
て
い
る
。

※
そ
の
他「
教
育
行
政
」「
予

算
の
内
訳
」「
歳
出
削
減
対

策
へ
の
新
た
な
提
案
」
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

教育
行政

夜間
駐車

あげな小学校全面建て替え要あげな小学校全面建て替え要
請が市の計画に与える影響は請が市の計画に与える影響は

石川庁舎における夜間駐車場石川庁舎における夜間駐車場
設置の要望設置の要望

答弁…整備計画の見直しが生じる
などの影響はない

答弁…様々な課題に対して関係課も
含めて協議していきたい

國
こ く

場
ば

 正
せ い

剛
ご う

 

国
く に

吉
よ し

 亮
りょう
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議員

議員（かけはし）

（希望のいぶき）

あま
わり

地域
防犯

勝連城跡のＣＭを打つなど勝連城跡のＣＭを打つなど
特色ある施設を！特色ある施設を！

将来的に防犯灯維持管理経費将来的に防犯灯維持管理経費
を市当局で負担できないかを市当局で負担できないか

答弁…ＣＭ制作も検討。特色ある
施設を目指していく

答弁…維持管理を市で行うことは
大変難しいが方針を示していく

玉
た ま

元
も と

 哉
ち か

世
せ

 

仲
な か

程
ほ ど

 孝
たかし

勝
連
城
跡

Q
年
度
パ
ス
ポ
ー
ト
は
ま
だ

認
知
度
が
低
い
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

で
の
発
信
に
つ
い
て
伺
う
。

A
（
金
城
企
画
部
長
）
市
公

式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
あ
ま
わ
り

パ
ー
ク
イ
ン
ス
タ
な
ど
で
の

発
信
を
強
化
す
る
。

新
赤
道
公
文
式
交
差
点

Q
合
同
会
議
の
内
容
は
ど
の

よ
う
に
進
め
る
の
か
。

A
（
松
岡
市
民
生
活
部
長
）　

合
同
会
議
で
確
認
し
、
事
故

等
の
未
然
防
止
を
最
優
先
に
、

連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

赤
道
小
学
校
体
育
館

Q
工
事
に
つ
い
て
学
校
周
辺

地
域
の
皆
様
へ
事
前
に
周
知

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

A（
兼
城
社
会
教
育
部
参
事
）　

着
手
前
に
書
面
等
で
保
護
者

や
地
域
の
皆
様
へ
周
知
す
る
。

赤
道
区
石
電
設
前
道
路

整
備

Q
当
該
道
路
整
備
の
依
頼
が

あ
っ
た
が
原
因
は
。

A（
名
嘉
眞
都
市
建
設
部
長
）　

湧
水
が
原
因
。
流
水
箇
所
に

有
孔
管
を
敷
設
し
側
溝
へ
と

導
く
工
事
を
行
っ
た
。

ア
ガ
チ
ャ
歯
科
前
交
差

点
信
号
機
設
置

Q
当
該
箇
所
へ
の
信
号
機
設

置
に
つ
い
て
伺
う
。

A
（
松
岡
市
民
生
活
部
長
）　

県
警
本
部
よ
り
信
号
機
設
置

が
決
定
し
た
旨
の
文
書
を
受

理
し
て
い
る
。

期
日
前
投
票
所

Q
期
日
前
投
票
で
具
志
川
北

と
南
で
実
績
に
開
き
が
あ
る
。

期
日
前
投
票
所
を
最
南
端
エ

リ
ア
、
大
型
商
業
施
設
等
で

行
え
な
い
か
。

A
（
眞
喜
志
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
長
）
他
市
の
情
報

収
集
し
、調
査・研
究
を
行
う
。

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
及
び

経
費
節
減
活
動

Q
各
種
健
診
等
受
診
券
を
利

用
し
な
い
方
々
へ
申
込
み
制

に
す
る
の
は
ど
う
か
。

A（
古
謝
市
民
生
活
部
参
事
）

今
後
の
課
題
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

う
る
ま
市
と
基
地
の

発
刊

Q
今
年
度
中
に
改
訂
版
を
発

刊
で
き
る
の
か
、
現
状
を
確

認
し
た
い
。

A
（
大
田
防
災
広
報
対
策
部
長
）

年
内
12
月
末
を
め
ど
に
改
訂

版
の
策
定
及
び
公
表
を
行
い

た
い
と
考
え
て
い
る
。
今
回

の
改
定
版
に
つ
い
て
は
冊
子

で
の
刊
行
で
は
な
く
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
デ
ー
タ
版

の
公
表
及
び
提
供
を
予
定
。

Q
資
料
価
値
と
し
て
残
し
て

い
く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
と

の
意
見
が
出
る
こ
と
も
想
定

さ
れ
る
。
冊
子
で
の
提
供
を

要
望
す
る
市
民
が
い
る
場
合
、

紙
ベ
ー
ス
で
の
発
行
を
検
討

で
き
な
い
か
。

A
冊
子
の
提
供
を
要
望
さ
れ

る
意
見
が
多
数
寄
せ
ら
れ
た

場
合
、
改
め
て
紙
ベ
ー
ス
で

の
発
行
も
検
討
し
た
い
。

自
治
会
管
理
の
防
犯
灯

Q
防
犯
灯
維
持
管
理
の
経
費

に
つ
い
て
、
他
市
の
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

A
（
松
岡
市
民
生
活
部
長
）　

石
垣
市
及
び
糸
満
市
は
本
市

同
様
、
自
治
会
が
負
担
し
て

い
る
。
そ
の
他
の
８
市
に
つ

い
て
は
、
修
繕
費
、
更
新
に

係
る
費
用
、
電
気
料
金
の
一

部
、
ま
た
は
全
額
を
補
助
し

て
い
る
。

Q
現
在
各
自
治
会
が
負
担
す

る
防
犯
灯
維
持
管
理
に
関
連

す
る
経
費
は
総
額
ど
の
程
度

か
。

A
電
気
料
金
の
概
算
に
つ
い

て
は
、
１
灯
当
た
り
１
月
約

２
６
０
円
で
あ
る
こ
と
か
ら

そ
の
金
額
に
７
０
０
０
灯
を

乗
じ
て
一
か
月
約
１
８
２
万

円
、
年
間
約
２
︐
１
８
４
万

円
と
な
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

Q
全
国
の
先
進
地
や
沖
縄
市

を
参
考
に
、
今
後
本
市
に
お

い
て
も
思
い
や
り
型
返
礼
品

を
導
入
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

A
（
岸
本
経
済
産
業
部
長
）　

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
制
度
の

趣
旨
で
あ
る
社
会
貢
献
、
こ

れ
に
着
目
し
積
極
的
な
導
入

に
向
け
調
査
・
研
究
に
取
り

組
み
た
い
。
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議員

議員（日本共産党）

（かけはし）

石川
庁舎

築
49 年

新たに建て替えをするのか、新たに建て替えをするのか、
出張所機能について残すのか出張所機能について残すのか

うるま葬祭火葬炉の築年数、うるま葬祭火葬炉の築年数、
耐用年数、現在の稼働状況は耐用年数、現在の稼働状況は

答弁…公共施設等マネジメント検討
委員会で総合的に検討

答弁…火葬炉は４９年経過、８月か
ら９月まで４０日間利用停止

金
き ん

城
じょう

 加
か

奈
な

栄
え

池
い け

宮
み や

城
ぎ

 善
よ し

伸
の ぶ

 

津
堅
島
内
の

Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境

Q
17
か
所
に
ア
ン
テ
ナ
を
設

置
。
津
堅
島
や
平
敷
屋
地
区

旅
客
待
合
所
に
つ
い
て
、
接

続
状
況
の
調
査
を
引
き
続
き

検
討
と
の
こ
と
に
つ
い
て
。

A
（
岸
本
経
済
産
業
部
長
）　

今
年
の
調
査
期
間
で
の
利
用

者
数
は
2
6
3
人
、
１
か

月
約
53
人
、
１
日
約
２
人
の

み
の
利
用
状
況
。
観
光
客
の

需
要
等
を
勘
案
し
津
堅
島
内

や
平
敷
屋
地
区
旅
客
待
合
所

へ
の
新
た
な
Ｗ
ｉ
‒
Ｆ
ｉ
ス

ポ
ッ
ト
整
備
は
厳
し
い
。

環
境
問
題
（
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
・

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
）

Q
ア
カ
ザ
ン
ガ
ー
に
つ
い
て
、

採
取
数
値
と
発
生
源
に
つ
い

て
伺
う
。

A
（
松
岡
市
民
生
活
部
長
）　

令
和
２
年
度
の
環
境
省
調
査

に
よ
る
数
値
が
1
8
0
ナ

ノ
グ
ラ
ム
パ
ー
リ
ッ
ト
ル
、

令
和
４
年
度
の
市
独
自
の
調

査
数
値
が
1
5
0
ナ
ノ
グ

ラ
ム
パ
ー
リ
ッ
ト
ル
、
発
生

源
に
つ
い
て
は
特
定
さ
れ
て

な
い
。

Q
本
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

採
取
し
た
場
所
と
数
値
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
す
べ
き
だ
と

思
う
が
。

A
地
域
の
風
評
被
害
の
懸
念

も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
地

元
自
治
会
の
意
見
を
踏
ま
え
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

離
島
住
民
へ
の
物
資
・

建
設
資
材
・
車
両
運
搬

等
へ
の
負
担
軽
減

Q
沖
縄
県
の
離
島
振
興
補
助

金
活
用
の
枠
を
広
げ
る
要
請

に
つ
い
て
、
関
係
課
と
情
報

共
有
の
上
連
携
・
協
議
に
つ

い
て
、
進
捗
状
況
を
。

A
（
松
岡
市
民
生
活
部
長
）　

引
き
続
き
関
係
課
と
情
報
を

共
有
す
る
な
ど
対
応
し
て
い

き
た
い
。

Q
車
両
運
搬
等
へ
の
負
担
軽

減
に
つ
い
て
。

A
津
堅
島
フ
ェ
リ
ー
車
両
運

搬
費
支
援
事
業
の
申
請
件

数
は
1
︐
8
8
6
件
、
支

援
金
額
は
5
1
3
万
3
︐

1
5
0
円
と
な
っ
て
い
る
。

現
時
点
に
お
い
て
再
開
す
る

こ
と
は
極
め
て
困
難
。

う
る
ま
火
葬
場
整
備

事
業

Q
火
葬
場
は
、
40
日
間
利
用

で
き
な
い
状
況
。
い
つ
壊
れ

て
も
お
か
し
く
な
い
と
聞
く

が
、
い
つ
頃
か
ら
火
葬
場
整

備
事
業
計
画
が
進
ん
だ
の
か
。

A
（
松
岡
市
民
生
活
部
長
）　

平
成
27
年
度
に
老
朽
化
に
伴

う
修
繕
費
の
増
加
で
相
談
が

寄
せ
ら
れ
、
協
議
を
重
ね
て

き
て
い
た
。

Q
賛
成
や
反
対
の
意
見
も
あ

る
が
、
全
国
的
に
建
設
や
改

修
工
事
を
早
め
る
自
治
体
も

増
え
て
い
て
遺
族
の
経
済
的
、

精
神
的
負
担
も
大
き
く
な
る

と
思
う
が
。

A
（
中
村
市
長
）
老
朽
化
し

約
50
年
と
半
世
紀
に
わ
た
っ

て
火
葬
場
を
使
っ
て
き
た
。

市
民
の
皆
様
に
は
大
変
心
配

さ
れ
る
方
々
も
お
り
、
こ
の

事
業
を
進
め
て
行
き
た
い
。

県
道
８
号
線
渋
滞
対
策

Q
信
号
標
示
と
交
通
実
態
が

合
っ
て
い
な
い
問
題
に
つ
い

て
、
青
時
間
帯
の
変
わ
り
目

で
右
折
車
両
が
曲
が
れ
ず
、

事
故
や
渋
滞
に
つ
な
が
っ
て

い
る
が
。

A
（
松
岡
市
民
生
活
部
長
）

う
る
ま
警
察
署
か
ら
公
安
委

員
会
へ
上
申
さ
れ
て
い
る
交

差
点
も
あ
り
、
右
折
矢
印
信

号
機
の
設
置
を
調
整
中
だ
が
、

中
部
土
木
事
務
所
と
の
調
整

に
時
間
を
要
し
て
い
る
。

ご
み
袋

Q
令
和
元
年
に
中
サ
イ
ズ
の

み
取
っ
手
付
き
に
な
っ
て
か

ら
６
年
が
た
つ
。
今
後
他
の

サ
イ
ズ
を
取
り
組
む
べ
き
だ

と
思
う
が
。

A
（
松
岡
市
民
生
活
部
長
）

今
年
度
の
発
注
分
か
ら
特
大

サ
イ
ズ
を
除
く
全
サ
イ
ズ
に

取
っ
手
付
き
ご
み
袋
へ
の
変

更
を
行
う
。

昨年２月議会で提案した通学路安全のためのグ
リーンベルト化について。
あげな小学校周辺通学路へグリーンベルトが設置
されました。
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議員

議員（希望のいぶき）

（日本共産党）

パワ
ハラ

農業
振興

全国約 70％実施ハラスメント全国約 70％実施ハラスメント
調査、防止条例制定は調査、防止条例制定は

川田原貯水池ポンプ場の発注川田原貯水池ポンプ場の発注
に向けた整備の計画はに向けた整備の計画は

答弁…条例制定予定なし。他自治体
状況を注視し必要に応じ検討

答弁…令和７年３月中旬に補修工事
完了。３月末に利用開始予定

伊
い

礼
れ い

 正
ただし

 

伊
い

盛
も り

 サ
さ

チ
ち

子
こ

 

具
志
川
新
火
葬
場

Q
公
益
財
団
法
人
う
る
ま
斎

苑
と
市
は
令
和
６
年
３
月
13

日
売
買
契
約
締
結
。
中
村
正

人
市
長
が
同
財
団
代
表
理
事

の
期
間
は
。

A
（
松
岡
市
民
生
活
部
長
）　

令
和
３
年
11
月
22
日
か
ら
令

和
６
年
６
月
10
日
で
あ
る
。

Q
土
地
購
入
に
あ
た
り
不
動

産
鑑
定
の
見
積
り
は
何
社
、

会
社
名
は
。

A
（
金
城
企
画
部
長
）
指
名

業
者
選
定
委
員
会
が
選
定
し

た
10
社
で
入
札
実
施
、
落
札

し
た
株
式
会
社
沖
縄
地
所
鑑

定
と
契
約
実
施
。

Q
移
転
先
の
土
地
所
有
者
に

中
村
正
人
後
援
会
会
長
及
び

そ
の
他
役
員
３
親
等
の
所
有

す
る
土
地
が
な
い
か
。

A
契
約
者
・
当
事
者
以
外
の

情
報
に
つ
い
て
は
答
弁
を
差

し
控
え
る
。

２
市
２
町
合
併
均
衡
性

Q
来
年
合
併
20
年
を
迎
え
る
。

こ
れ
ま
で
の
19
年
は
均
衡
あ

る
市
政
運
営
と
考
え
る
か
。

A
（
金
城
企
画
部
長
）
旧
構

成
地
域
の
歴
史
、
文
化
、
社

会
環
境
に
配
慮
し
均
衡
あ
る

発
展
を
図
っ
て
き
た
。

Q
合
併
後
２
市
２
町
の
す
べ

て
の
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
事
業

名
と
事
業
費
を
地
区
ご
と
に

問
う
。

A
（
島
袋
財
務
部
長
）
合
併

特
例
債
活
用
額
は
具
志
川
地

区
１
８
０
億
４
︐
６
１
９
万

円
、
石
川
地
区
69
億
３
︐

１
３
０
万
円
、
与
那
城
地
区

15
憶
９
︐
１
２
０
万
円
、
勝

連
地
区
28
憶
２
︐
６
９
９
万

円
。

文
化
財
保
存
活
用
地
域

計
画

Q
島
し
ょ
地
域
の
限
界
集
落

に
お
け
る
文
化
財
保
存
活
用

に
つ
い
て
伺
う
。

A
（
川
端
社
会
教
育
部
長
）　

各
島
々
に
残
る
歴
史
遺
産
の

詳
細
な
調
査
を
実
施
し
、
文

化
財
指
定
や
登
録
が
必
要
で

あ
る
。

※
そ
の
他
「
阪
神
タ
イ
ガ
ー

ス
キ
ャ
ン
プ
」「
南
海
ト
ラ

フ
地
震
防
災
対
策
推
進
地

域
」「
ま
つ
り
等
案
内
状
送

付
基
準
」「
市
民
所
得
向
上

の
取
組
」
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。

入
札
制
度

Q
令
和
５
年
度
、
落
札
額
の

総
額
58
億
３
千
万
余
平
均
落

札
率
が
98
％
以
上
、
指
名
さ

れ
た
業
者
の
７
割
は
辞
退
す

る
中
、
３
割
の
業
者
で
競
争

し
て
い
る
。
高
い
落
札
率
と

思
わ
れ
る
が
。

A
（
山
入
端
総
務
部
長
）
昨

今
の
建
設
資
材
の
高
騰
、
担

い
手
不
足
に
よ
る
処
遇
改
善

に
よ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

Q
沖
縄
県
や
那
覇
市
は
一
般

競
争
入
札
を
取
り
入
れ
て
い

る
。
本
市
の
状
況
は
。

A
う
る
ま
市
中
小
企
業
振
興

基
本
条
例
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、

発
注
方
法
に
つ
い
て
調
査
・

研
究
し
て
い
る
。

子
ど
も
医
療
費
の
拡
充

Q
県
内
で
も
高
校
卒
業
ま
で

の
対
象
年
齢
拡
充
が
進
め
ら

れ
、
沖
縄
市
も
来
年
か
ら
拡

充
す
る
予
定
。
本
市
で
も
進

め
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

A
（
中
村
市
長
）
高
校
生
の

医
療
費
の
無
償
化
は
大
事
な

こ
と
で
あ
り
、
何
を
優
先
的

に
や
る
べ
き
か
精
査
し
て
い

き
た
い
。

早期の利用開始が望まれる川田原貯水池ポンプ場
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議員

議員（かけはし）

（新政クラブ）

学習
困難

景観
再生

本市における小学校の不登校本市における小学校の不登校
児童の人数について伺う児童の人数について伺う

塩屋団地緑地帯で草木繁茂塩屋団地緑地帯で草木繁茂
安全や衛生が問題。市の対策は安全や衛生が問題。市の対策は

答弁…令和６年度１学期終了時で、
１１４人となっている

答弁…現場確認の上、整備費用や
維持管理の観点から検討

玉
た ま

城
き

 政
ま さ

哉
や

 

高
た か

屋
や

 優
ゆ う

学
校
内
の
居
場
所

Q
登
校
は
で
き
る
が
、
な
か

な
か
教
室
に
入
れ
な
い
児
童

が
い
る
。
学
校
内
で
の
居
場

所
に
つ
い
て
伺
う
。

A
（
大
里
学
校
教
育
部
長
）　

個
別
的
な
学
習
支
援
と
と
も

に
、
家
庭
、
学
級
担
任
、
Ｓ

Ｓ
Ｗ
等
と
連
携
し
た
学
級
復

帰
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

Q
不
登
校
児
童
・
生
徒
へ
の

文
科
省
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基

づ
く
具
体
的
な
支
援
計
画
に

つ
い
て
伺
う
。

A
本
市
の
状
況
を
踏
ま
え
、

学
校
生
活
応
援
課
を
設
置
し
、

取
組
の
強
化
に
努
め
て
い
る
。

学
習
困
難
を
抱
え
る

児
童
・
生
徒

Q
本
市
に
お
け
る
小
・
中
学

校
で
の
学
習
や
行
動
面
で
困

難
を
抱
え
る
児
童
・
生
徒
に

対
す
る
支
援
策
を
伺
う
。

A
（
大
里
学
校
教
育
部
長
）　

当
該
児
童
・
生
徒
及
び
特
別

支
援
学
級
に
在
籍
す
る
児

童
・
生
徒
に
つ
い
て
、
作
業

療
法
士
に
よ
る
巡
回
訪
問
を

実
施
し
個
別
に
助
言
を
も
ら

い
、
指
導
・
支
援
の
充
実
に

努
め
て
い
く
。

若
年
無
業
者
問
題
と

学
力
保
障
、
就
業
支
援

Q
中
学
卒
業
後
、
進
路
未
定

の
子
供
た
ち
が
再
度
高
校
受

験
を
目
指
し
た
い
と
思
っ
た

際
の
支
援
策
と
今
後
の
方
針

を
伺
う
。

A
（
大
里
学
校
教
育
部
長
）　

保
護
者
の
同
意
が
あ
る
場
合
、

卒
業
後
も
家
庭
支
援
員
が
高

校
進
学
や
就
職
な
ど
の
支
援

を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
中

学
在
籍
中
か
ら
相
談
が
で
き

る
よ
う
、
各
中
学
校
へ
相
談

支
援
に
つ
い
て
周
知
を
行
い
、

関
係
機
関
と
連
携
し
、
相
談

者
の
問
題
解
消
に
向
け
取
り

組
ん
で
い
く
。

※
そ
の
他
「
地
域
包
括
支
援

を
通
じ
た
孤
立
予
防
対
策
」

「
田
場
区
県
道
沿
い
の
街
路

樹
伐
採
」
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。

塩
屋
団
地
周
辺
の
緑
地

帯
景
観
再
生

Q
塩
屋
団
地
の
緑
地
帯
で
は
、

草
木
の
過
度
な
繁
茂
に
よ
り

安
全
性
や
衛
生
面
の
問
題
が

生
じ
て
お
り
、
特
に
子
供
た

ち
の
安
全
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
状
況
に
つ
い
て
、

市
の
把
握
状
況
や
具
体
的
な

対
策
、
住
民
か
ら
の
苦
情
や

要
望
へ
の
対
応
が
問
わ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
桜
の
木
が
植

え
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
他

の
草
木
が
成
長
し
魅
力
が
損

な
わ
れ
て
い
る
た
め
、
桜
を

中
心
と
し
た
景
観
再
生
の
整

備
計
画
に
つ
い
て
市
の
見
解

を
求
め
る
。

A（
名
嘉
眞
都
市
建
設
部
長
）　

整
備
案
に
つ
い
て
は
、
現
場

確
認
の
上
、
ど
の
よ
う
な
緑

地
帯
が
ふ
さ
わ
し
い
か
、
整

備
費
用
や
維
持
管
理
の
観
点

か
ら
検
討
し
て
い
く
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
機
能
拡
充

Q
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
職
員
は
、
介
護
予
防
ケ
ア

プ
ラ
ン
作
成
業
務
の
増
加
と

低
報
酬
単
価
に
よ
り
、
質
の

高
い
支
援
が
困
難
。
市
独
自

の
報
酬
単
価
上
乗
せ
や
、
人

員
配
置
の
検
討
を
求
め
る
。

要
支
援
者
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
作

成
は
月
約
４
千
円
で
、
介
護

プ
ラ
ン
作
成
は
約
1
万
円
と

価
格
差
が
大
き
く
、
支
援
事

業
所
が
対
応
し
に
く
い
と
の

指
摘
も
あ
る
。
人
手
不
足
が

高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を

招
い
て
い
る
た
め
、
市
の
見

解
や
、
運
営
費
の
財
源
増
を

国
や
県
に
求
め
た
こ
と
が
あ

る
か
伺
う
。

A
（
幸
地
福
祉
部
長
）
高
齢

者
か
ら
の
相
談
や
介
護
予
防

プ
ラ
ン
の
作
成
件
数
が
増
加

し
て
い
る
一
方
で
、
専
門
職

の
人
材
確
保
が
難
し
く
な
っ

て
い
る
。
介
護
予
防
支
援
費

の
基
本
報
酬
は
国
が
定
め
て

お
り
、
市
独
自
の
上
乗
せ
は

困
難
だ
が
、
国
の
動
向
を
注

視
し
、
要
望
を
行
う
方
針
。

市
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
、
業
務
の
見

直
し
や
人
員
定
着
策
を
検
討

し
、
国
や
県
へ
の
要
望
を
行

な
っ
て
い
く
。
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議員

議員（無所属）

（与開之会）

がん
患者

地域
福祉

アピアランスケア事業の実施アピアランスケア事業の実施
内容について伺う内容について伺う

与那城社会福祉センターどの与那城社会福祉センターどの
ような機能を考えているのかような機能を考えているのか

答弁…ウィッグや乳房補整具等の
購入費用２万円まで助成する

答弁…市民が安全に利用できる複合
的地域福祉拠点を考えている

真
ま

栄
え

城
し ろ

 隆
たかし

兼
か ね

本
も と

 光
み つ

治
は る

 

こ
ど
も
誰
で
も
通
園

制
度

Q
当
該
制
度
の
事
業
説
明
と

本
市
の
意
向
を
伺
う
。

A（
上
運
天
こ
ど
も
未
来
部
参
事
）

次
年
度
は
試
行
的
事
業
に
取

り
組
み
、
本
格
実
施
に
向
け

て
準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

Q
本
市
の
保
育
ニ
ー
ズ
、
広

い
地
域
特
性
も
考
慮
し
、
実

施
施
設
数
４
以
上
が
適
切
と

考
え
る
が
。

A
地
域
特
性
も
含
め
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

こ
ど
も
貧
困
対
策
推
進

計
画

Q
離
婚
に
よ
る
養
育
費
の
支

払
い
が
極
め
て
低
い
た
め
、

低
所
得
の
支
払
い
義
務
者
の

賃
金
上
昇
を
目
的
に
資
格
取

得
支
援
が
可
能
か
。

A（
上
原
こ
ど
も
未
来
部
長
）　

国
で
は
大
綱
に
お
い
て
、
ひ

と
り
親
世
帯
の
養
育
費
受
領

率
等
に
関
す
る
指
標
及
び
改

善
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
本

提
案
は
、対
策
と
し
て
調
査・

研
究
し
た
い
。

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

Q
防
災
機
能
を
備
え
た
総
合

体
育
館
が
着
工
さ
れ
る
が
マ

ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
整
備
に
つ

い
て
伺
う
。

A
（
大
田
防
災
広
報
対
策
部
長
）

基
本
計
画
に
お
い
て
マ
ン

ホ
ー
ル
ト
イ
レ
20
基
の
整
備

を
想
定
し
、
新
総
合
体
育
館

整
備
に
併
せ
敷
地
内
に
設
置

す
る
見
込
み
。

Q
市
の
避
難
所
と
し
て
指
定

さ
れ
て
い
る
兼
原
小
で
の
設

置
検
討
は
い
か
が
か
。

A
関
係
部
署
と
検
討
・
調
整

し
て
い
き
た
い
。

ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア

Q
が
ん
患
者
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス

ケ
ア
事
業
助
成
金
40
万
円
、

予
定
す
る
実
施
内
容
に
つ
い

て
伺
う
。

A（
古
謝
市
民
生
活
部
参
事
）　

が
ん
患
者
の
心
理
的
・
経
済

的
負
担
軽
減
及
び
療
養
生
活

の
質
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、

外
見
を
補
完
す
る
ウ
ィ
ッ
グ

や
乳
房
補
整
具
等
の
購
入
費

用
に
対
し
２
万
円
を
上
限
と

し
て
助
成
。
助
成
対
象
は
令

和
６
年
４
月
１
日
以
降
に
購

入
し
た
も
の
か
ら
適
用
予
定
。

与
那
城
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
機
能
回
復
補
修
事

業Q
当
該
事
業
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
機
能
を
想
定
し
て
い

る
の
か
。

A
（
幸
地
福
祉
部
長
）
市
民

が
安
全
に
利
用
で
き
る
よ
う

な
複
合
的
な
地
域
福
祉
の
拠

点
を
想
定
。

Q
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
拠

点
事
業
に
つ
い
て
具
体
的
な

内
容
を
。

A
福
祉
的
窓
口
や
高
齢
者
要

支
援
者
へ
の
取
組
だ
け
で
は

な
く
福
祉
団
体
等
の
活
動
、

研
修
、
各
相
談
等
が
行
え
る

よ
う
、
地
域
の
福
祉
力
が
向

上
で
き
る
場
と
し
て
複
合
的

な
活
用
を
想
定
。

Q
１
階
の
利
用
計
画
に
つ
い

て
伺
う
。

A
１
階
部
分
の
屋
慶
名
自
治

会
に
関
し
て
は
工
事
完
了
後

元
の
ス
ペ
ー
ス
に
戻
る
予
定
。

Q
与
那
城
地
区
公
民
館
の
移

転
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

A
（
川
端
社
会
教
育
部
長
）　

早
急
に
安
心
・
安
全
な
施
設

へ
公
民
館
機
能
を
移
転
す
る

必
要
が
あ
る
。

Q
与
那
城
地
区
公
民
館
に
つ

い
て
、
過
去
の
答
弁
で
与
那

城
地
域
内
の
移
転
検
討
と

あ
っ
た
。
与
那
城
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー
へ
の
移
転
計
画
な

の
か
。

A
福
祉
部
と
連
携
の
上
、
与

那
城
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

機
能
移
転
を
予
定
し
て
い
る
。

Q
市
民
や
福
祉
事
業
の
土
日

祝
日
、
時
間
外
に
お
け
る
活

用
の
取
扱
い
に
つ
い
て
伺
う
。

A
庁
内
検
討
委
員
会
に
お
い

て
協
議
し
、
活
用
方
法
等
に

つ
い
て
検
討
を
予
定
。　

屋
慶
名
河
川（
無
名
）橋

Q
屋
慶
名
地
域
の
河
川
に
は

５
つ
橋
が
架
か
っ
て
い
る
。

そ
の
中
で
も
最
も
危
険
な
無

名
橋
に
つ
い
て
伺
う
。

A（
名
嘉
眞
都
市
建
設
部
長
）

主
に
歩
行
者
用
の
橋
と
な
っ

て
い
る
。
危
険
な
状
態
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
橋

の
撤
去
に
向
け
た
検
討
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

老朽化した無名橋
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議員

議員（かけはし）

（与開之会）

セリ
市場

健康
把握

市内漁協に呼びかけて、セリ市内漁協に呼びかけて、セリ
市場開設は市場開設は

不登校児童・生徒でも健康診不登校児童・生徒でも健康診
断受診の機会を提供するべき断受診の機会を提供するべき

答弁…事業計画などを確認して、
今後整理していきたい

答弁…学校担当校医の医療機関で直
接受診ができるよう対応

大
お お

城
し ろ

 直
なおし

 

佐
さ

久
く

田
だ

 悟
さとし

 

津
堅
港
の
整
備

Q
津
堅
港
整
備
に
つ
い
て
、

市
も
本
気
で
県
に
整
備
要
請

し
て
も
ら
い
た
い
が
見
解
を

伺
う
。

A（
名
嘉
眞
都
市
建
設
部
長
）

港
湾
管
理
者
の
沖
縄
県
に
対

し
、
引
き
続
き
地
元
や
関
係

団
体
の
意
向
に
つ
い
て
強
く

要
請
し
て
い
き
た
い
。

港
湾
整
備

Q
平
敷
屋
漁
港
の
製
氷
機
が

故
障
し
て
い
る
が
整
備
に
つ

い
て
伺
う
。

A（
座
喜
味
農
林
水
産
部
長
）　

整
備
に
つ
い
て
管
理
者
の
勝

連
漁
協
に
確
認
し
た
と
こ
ろ

「
氷
の
需
要
が
少
な
い
た
め

製
氷
機
の
整
備
は
考
え
て
い

な
い
」
と
の
回
答
。
今
後
需

要
が
増
え
れ
ば
、
検
討
す
る

と
聞
い
て
い
る
。

Q
モ
ズ
ク
加
工
施
設
の
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
舗
装
や
フ
ェ
ン
ス

等
の
周
辺
整
備
に
つ
い
て
伺

う
。

A
当
該
処
理
施
設
は
、
浜
の

活
力
再
生
プ
ラ
ン
の
水
産
業

強
化
支
援
事
業
を
活
用
し
整

備
し
た
。
一
部
の
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
舗
装
は
勝
連
漁
協
の
費

用
負
担
で
整
備
し
、
フ
ェ
ン

ス
に
つ
い
て
は
補
助
対
象
外

で
あ
る
。

水
産
業

Q
今
年
の
モ
ズ
ク
漁
は
不
漁

で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
全
国

一
の
モ
ズ
ク
の
生
産
地
を
誇

る
う
る
ま
市
で
あ
る
。
不
漁

の
原
因
調
査
も
必
要
と
思
う

が
、
見
解
を
伺
う
。

A（
座
喜
味
農
林
水
産
部
長
）　

海
水
温
上
昇
や
天
候
不
良
等

も
考
え
ら
れ
る
。
モ
ズ
ク
漁

師
及
び
漁
協
と
し
っ
か
り
意

見
交
換
を
行
い
な
が
ら
、
沖

縄
県
水
産
海
洋
技
術
セ
ン

タ
ー
や
各
種
関
係
機
関
な
ど

か
ら
情
報
収
集
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

Q
育
て
る
漁
業
を
推
進
す
る

上
で
海
上
養
殖
に
対
し
補
助

メ
ニ
ュ
ー
が
な
い
か
伺
う
。

A
漁
協
が
主
体
と
な
る
場
合
、

浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
に
養

殖
業
の
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
る
。

消
防
業
務
の
職
場
環
境

体
制
強
化
へ
の
取
組

Q
職
員
の
業
務
効
率
化
、
負

担
軽
減
に
向
け
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
デ

ジ
タ
ル
機
器
等
の
導
入
活
用

に
つ
い
て
。

A
（
新
垣
消
防
長
）
救
急
活

動
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
化
は
活
動

時
間
短
縮
と
救
急
隊
員
の
負

担
軽
減
が
期
待
さ
れ
、
県
消

防
指
令
セ
ン
タ
ー
全
体
更
新

と
新
シ
ス
テ
ム
運
用
開
始
に

合
わ
せ
て
資
機
材
の
整
備
や

活
用
方
法
等
を
調
査
研
究
中
。

Q
職
員
の
適
材
適
所
配
置
、

業
務
継
続
で
き
る
職
場
環
境

構
築
も
重
要
と
考
え
る
が
。

A
現
在
、
火
災
・
救
助
・
救

急
と
兼
任
で
現
場
活
動
を

行
っ
て
い
る
が
、
特
に
増
加

傾
向
の
救
急
隊
に
つ
い
て
選

任
化
配
置
が
可
能
か
調
査
・

研
究
し
て
お
り
、
職
場
環
境

整
備
、
労
務
管
理
、
人
材
育

成
な
ど
職
員
一
丸
と
な
っ
て

消
防
力
の
強
化
に
努
め
た
い
。

学
校
施
設
環
境
改
善
へ

向
け
た
取
組

Q
災
害
時
に
は
避
難
所
と
な

る
学
校
体
育
館
へ
の
空
調
設

備
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
。

A（
兼
城
社
会
教
育
部
参
事
）

御
提
言
の
体
育
の
授
業
や
部

活
動
、
熱
中
症
対
策
の
面
か

ら
体
育
館
へ
の
空
調
設
備
設

置
は
有
効
と
認
識
し
て
い
る

が
、
事
業
の
優
先
度
を
慎
重

に
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
現

時
点
で
は
大
変
厳
し
い
。

不
登
校
児
童
・
生
徒
の

健
康
状
態
把
握
の
取
組

Q
不
登
校
児
童
・
生
徒
の
健

康
診
断
の
受
診
状
況
と
健
康

状
態
の
把
握
に
つ
い
て
伺
う
。

A
（
大
里
学
校
教
育
部
長
）　

健
康
診
断
が
受
け
ら
れ
な
い

児
童
・
生
徒
は
学
級
担
任
や

Ｓ
Ｓ
Ｗ
が
家
庭
訪
問
し
保
健

調
査
票
提
出
の
対
応
を
実
施
。

Q
学
校
に
通
え
な
い
児
童
・

生
徒
に
も
学
校
内
外
で
し
っ

か
り
と
健
康
診
断
の
機
会
や

情
報
を
与
え
て
い
く
こ
と
も

重
要
だ
が
見
解
を
伺
う
。

A
歯
科
検
診
及
び
内
科
健
診

は
学
校
医
及
び
学
校
歯
科
医

と
連
携
し
、
担
当
校
医
の
医

療
機
関
で
直
接
受
診
で
き
る

環
境
も
整
え
て
い
る
。
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議員

議員（津梁）

（津梁）

幻の
祭り

石川
地域

阿麻和利公演と幻の村祭りを阿麻和利公演と幻の村祭りを
ブランディングできないかブランディングできないか

石川多目的ドーム（闘牛場）石川多目的ドーム（闘牛場）
大駐車場整備が急がれるが大駐車場整備が急がれるが

答弁…幻の村祭りは提案事項として
賜らせて頂きたい

答弁…喫緊の課題で、多目的機能強
化事業の中で先行して進める

下
し も

門
じょう

 勝
まさる

 

伊
い

波
は

 良
よ し

明
あ き

 

勝
連
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

及
び
周
辺
整
備
等

Q
再
整
備
構
想
の
策
定
に
当

た
り
、
こ
れ
ま
で
提
案
を
し

て
き
た
事
項
を
お
さ
ら
い
し

な
が
ら
要
望
す
る
。
ま
ず
野

球
が
で
き
る
環
境
や
照
明
灯

も
ぜ
ひ
整
備
し
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
が
備

わ
っ
た
近
代
的
な
大
型
コ
ン

ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
遊
具
や
休
憩

施
設
な
ど
も
整
備
し
て
ほ
し

い
。
そ
れ
か
ら
、
屋
慶
名
な

ど
の
海
抜
の
低
い
地
域
か
ら

多
く
の
市
民
が
避
難
し
て
も
、

避
難
場
所
と
し
て
し
っ
か
り

機
能
す
る
よ
う
に
防
災
公
園

機
能
の
強
化
に
も
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
が
。

A（
名
嘉
眞
都
市
建
設
部
長
）　

今
後
行
わ
れ
る
庁
内
幹
事
会
、

委
員
会
及
び
地
域
住
民
と
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
取

り
組
ん
で
い
く
。

市
内
企
業
育
成
に
関
す

る
事
項

Q
う
る
ま
市
中
小
企
業
振
興

基
本
条
例
に
は
、
市
の
責
務
、

第
５
条
第
２
項
「
市
は
工
事

の
発
注
、
物
品
及
び
役
務
の

調
達
等
に
当
た
っ
て
は
、
市

内
事
業
者
の
受
注
機
会
の
増

大
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
あ
る
。
全
職
員
に
周

知
徹
底
さ
せ
確
実
に
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
が
。

A
（
岸
本
経
済
産
業
部
長
）　

公
正
な
競
争
性
を
確
保
し
つ

つ
、
市
内
事
業
者
へ
の
優
先

的
発
注
に
努
め
る
よ
う
、
よ

り
一
層
の
周
知
徹
底
に
努
め

て
い
く
。

水
産
業
の
振
興
等
に
関

す
る
事
項

Q
照
間
漁
港
や
平
安
座
漁
港

な
ど
、
観
光
振
興
と
リ
ン
ク

で
き
る
場
所
に
競
り
市
場
及

び
直
売
所
を
兼
ね
備
え
た
、

飲
食
店
施
設
な
ど
併
設
型
の

整
備
計
画
が
で
き
な
い
か
と

考
え
て
い
る
が
、
当
局
の
所

見
を
伺
う
。

A（
座
喜
味
農
林
水
産
部
長
）　

各
漁
業
協
同
組
合
を
含
め
た

推
進
体
制
の
上
で
、
事
業
の

費
用
対
効
果
や
検
証
及
び
水

産
業
環
境
の
変
化
を
見
据
え

な
が
ら
対
応
し
た
い
。

※
そ
の
他
「
防
災
・
災
害
対

策
等
」
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。

石
川
地
域
ま
ち
づ
く
り

Q
石
川
Ｉ
Ｃ
か
ら
直
接
石
川

西
線
へ
と
つ
な
が
る
道
路
整

備
が
必
要
と
考
え
る
が
。

A（
名
嘉
眞
都
市
建
設
部
長
）　

Ｉ
Ｃ
周
辺
交
流
拠
点
形
成
の

取
組
状
況
や
国
庫
補
助
等
の

財
源
確
保
に
努
め
な
が
ら
検

討
し
た
い
。

Q
石
川
庁
舎
周
辺
の
更
地
後

活
用
と
し
て
、
大
駐
車
場
を

整
備
し
周
囲
を
名
店
街
用
地

と
し
て
民
間
主
導
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
が
望
ま
し
い
が
。

A
（
金
城
企
画
部
長
）
当
該

エ
リ
ア
の
開
発
利
用
や
既
存

市
街
地
へ
の
波
及
及
び
回
遊

性
を
生
み
出
す
視
点
か
ら
も

適
合
す
る
と
考
え
る
。

Q
赤
崎
Ｉ
Ｔ
事
業
支
援
セ
ン

タ
ー
の
状
況
は
。

A
（
岸
本
経
済
産
業
部
長
）　

入
居
企
業
13
件
、
従
業
員

３
２
９
人
、
う
ち
市
民
が

１
２
６
人
。

Q
Ｉ
Ｔ
事
業
支
援
セ
ン
タ
ー

の
今
後
の
在
り
方
は
。

A
（
島
袋
財
務
部
長
）
築
55

年
の
建
物
は
長
寿
命
化
等
改

修
困
難
で
安
全
面
に
課
題
。

令
和
８
年
３
月
末
ま
で
に
退

去
い
た
だ
き
解
体
の
方
針
。

Q
入
居
企
業
中
５
社
の
移
転

等
へ
の
対
応
は
。

A
市
所
有
で
は
同
様
な
施
設

が
無
く
、
民
間
施
設
へ
の
移

転
を
お
願
い
し
て
い
る
。

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
開
封

Q
石
川
市
制
施
行
50
周
年
記

念
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
中
身

の
特
定
作
業
、
開
封
時
期
は
。

A
（
山
入
端
総
務
部
長
）
記

念
事
業
に
関
わ
っ
た
方
々
の

立
会
い
で
年
内
に
取
り
出
し

収
納
品
の
確
認
作
業
を
行
う
。

森
林
環
境
譲
与
税

Q
松
く
い
虫
被
害
木
駆
除
に

も
活
用
で
き
な
か
っ
た
が
何

故
去
年
度
約
３
６
４
万
円
の

充
当
が
で
き
た
の
か
、
使
途

を
含
め
て
伺
う
。

A（
座
喜
味
農
林
水
産
部
長
）　

庁
内
検
討
委
員
会
が
県
や
県

森
林
協
会
と
確
認
・
調
整
し

た
。
使
途
は
植
樹
祭
の
会
場

設
営
、
森
林
病
害
虫
防
除
調

査
業
務
や
薬
剤
注
入
に
充
当
。

だ
が
契
約
変
更
減
の
可
能
性

が
あ
り
過
充
当
と
な
ら
な
い

よ
う
22
万
円
の
充
当
減
を
行

い
、
今
後
基
金
へ
積
み
立
て

る
予
定
。
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議員

議員（津梁）

（無所属）

道路
行政

市長
選挙

具志川２－ 77 号線のスピード具志川２－ 77 号線のスピード
抑制に効果的な物理的対策を抑制に効果的な物理的対策を

来年４月に執行される市長選挙来年４月に執行される市長選挙
に出馬する予定はに出馬する予定は

答弁…速度抑制効果採用事例からも
ハンプが当該路線に有効

答弁…多くの方々のご意見や後援会
と相談して、決めていきたい

天
て ん

願
が ん

 久
ひ さ

史
し

伊
い

波
は

 洋
ひろし

 

農
水
産
業
振
興
に
関
連

す
る
事
項

Q
桃
原
漁
港
東
側
に
つ
い
て

未
整
備
部
分
の
今
後
の
整
備

の
考
え
方
を
伺
う
。

A（
座
喜
味
農
林
水
産
部
長
）　

令
和
７
年
度
の
水
産
関
連
事

業
を
活
用
し
た
新
規
事
業
採

択
を
目
指
し
、
県
と
協
議
し

て
い
る
。

病
害
虫
防
除
資
材
補
助

金
事
業

Q
生
産
農
家
負
担
軽
減
の
た

め
当
該
事
業
の
継
続
、
補
助

率
引
上
げ
に
つ
い
て
伺
う
。

A（
座
喜
味
農
林
水
産
部
長
）　

財
政
状
況
を
考
慮
し
つ
つ
、

引
き
続
き
継
続
し
て
い
き
た

い
。
他
市
町
村
と
比
較
し
て
、

本
市
は
高
い
補
助
率
の
た
め

現
時
点
で
引
上
げ
は
検
討
し

て
い
な
い
。

観
光
振
興
に
関
連
す
る

事
項

Q
本
市
在
住
の
漫
画
家
に
よ

る
沖
縄
あ
る
あ
る
な
ど
を

テ
ー
マ
に
し
た
ラ
ブ
コ
メ
ア

ニ
メ
、
通
称
「
沖
ツ
ラ
」
に

つ
い
て
伺
う
。

A
（
岸
本
経
済
産
業
部
長
）　

令
和
７
年
１
月
よ
り
沖
縄
テ

レ
ビ
、
琉
球
放
送
、
琉
球
朝

日
放
送
等
で
放
送
開
始
予
定
。

主
題
歌
を
Ｈ
Ｙ
が
担
当
。

Q
放
送
直
後
の
２
月
か
ら
プ

ロ
野
球
の
キ
ャ
ン
プ
が
ス

タ
ー
ト
。
具
志
川
野
球
場
に

お
い
て
沖
ツ
ラ
を
活
用
す
る

こ
と
で
市
内
周
遊
へ
の
相
乗

効
果
が
増
す
と
考
え
る
が
。

A
現
在
球
団
側
と
交
渉
し
て

い
る
最
中
。
球
場
内
に
お
い

て
聖
地
巡
礼
マ
ッ
プ
で
市
内

周
遊
を
促
す
取
組
を
検
討
。

Q
海
の
文
化
資
料
館
に
展
示

し
て
い
た
Ｈ
Ｙ
と
フ
ァ
ン
の

コ
ラ
ボ
オ
ブ
ジ
ェ
な
ど
ハ
ー

テ
ィ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
東

照
間
商
業
施
設
に
移
設
し
た

理
由
と
今
後
ど
の
よ
う
に
観

光
振
興
に
結
び
つ
け
る
か
。

A
海
の
文
化
資
料
館
の
奥

ま
っ
た
ス
ペ
ー
ス
よ
り
も
Ｐ

Ｒ
面
や
フ
ァ
ン
が
立
ち
寄
り

や
す
い
環
境
。
新
た
な
観
光

ス
ポ
ッ
ト
と
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
Ｈ
Ｙ
全
国
ツ
ア
ー
に

て
チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
な
ど
、

誘
客
を
促
す
施
策
を
展
開
。

※
そ
の
他
「
市
エ
イ
サ
ー
祭

り
」「
教
育
行
政
」
な
ど
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

コ
ス
ト
コ

Q
以
前
、
石
川
庁
舎
跡
利
用

計
画
に
誘
致
の
声
も
あ
っ
た

と
聞
い
て
い
る
が
、
今
回
も

企
業
誘
致
す
る
計
画
は
あ
る

の
か
。

A
（
金
城
企
画
部
長
）
当
該

事
業
者
を
対
象
と
し
た
サ
ウ

ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
の
実
績
は

な
く
、
計
画
地
へ
の
誘
致
計

画
も
な
い
。

Q
一
事
業
者
と
し
て
捉
え
て

誘
致
す
る
と
な
れ
ば
ど
の
よ

う
な
展
開
を
考
え
て
い
る
の

か
。

A
（
岸
本
経
済
産
業
部
長
）　

ま
と
ま
っ
た
土
地
の
確
保
が

必
要
と
な
る
、
現
在
推
進
し

て
い
る
石
川
地
域
ま
ち
づ
く

り
計
画
や
、
勝
連
、
与
那
城

ま
ち
づ
く
り
計
画
な
ど
と
連

携
、
連
動
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

運
転
免
許
更
新
時
の

高
齢
者
講
習

Q
運
転
免
許
更
新
時
の
高
齢

者
講
習
は
義
務
、
条
例
、
法

令
な
の
か
。

A
（
松
岡
市
民
生
活
部
長
）　

免
許
更
新
時
の
高
齢
者
講
習

は
道
路
交
通
法
に
基
づ
き
70

歳
以
上
に
対
し
高
齢
者
講
習

を
受
講
す
る
こ
と
が
義
務
化

さ
れ
て
お
り
、
75
歳
以
上
の

方
は
認
知
機
能
検
査
を
受
け

る
必
要
が
あ
る
。

Q
法
改
正
に
向
け
て
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
る
か
伺
う
。

A
現
状
に
お
い
て
は
検
討
し

て
い
な
い
。

福
岡
県
飯
塚
市
と
の

友
好
都
市
締
結

Q
福
岡
県
飯
塚
市
と
の
友
好

都
市
締
結
を
提
案
し
た
い
が
、

見
解
を
伺
う
。

A
（
松
岡
市
民
生
活
部
長
）　

福
岡
県
飯
塚
市
と
の
友
好
都

市
締
結
に
つ
い
て
は
、
本
市

と
の
今
後
の
交
流
状
況
や
両

市
の
全
体
の
意
向
な
ど
を
踏

ま
え
、
調
査
・
研
究
し
て
い

き
た
い
。
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議員

議員（与開之会）

（新政クラブ）

貧困
対策

土地
利用

こどもの貧困対策推進計画がこどもの貧困対策推進計画が
あるが趣旨・目的を伺うあるが趣旨・目的を伺う

東恩納地区周辺土地利用基本　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東恩納地区周辺土地利用基本　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
計画策定業務の内容を伺う計画策定業務の内容を伺う

答弁…貧困連鎖を断ち、夢と希望を
持って成長できるまちを目指す

答弁…東恩納周辺の約 28. ６ha に
関して土地利用計画をまとめる予定

藏
く ら

根
ね

 武
たけし

 

平
た い

良
ら

 一
か ず

雄
お

 

地
域
活
性
化

Q
与
那
城
陸
上
競
技
場
が
完

成
す
れ
ば
、
陸
上
や
サ
ッ

カ
ー
な
ど
の
大
会
が
開
催
さ

れ
る
。
そ
の
と
き
に
は
周
辺

に
も
観
客
が
訪
れ
る
が
、
周

辺
に
は
木
々
が
繁
茂
し
て
い

る
。
樹
木
の
剪
定
を
行
う
予

定
は
あ
る
か
。

A
（
岸
本
経
済
産
業
部
長
）　

陸
上
競
技
場
周
辺
の
通
路
に

伸
び
た
樹
木
の
剪
定
、
枝
葉

や
枯
損
木
の
伐
採
に
つ
い
て

は
、
指
定
管
理
者
に
お
い
て

定
期
的
に
行
う
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。

Q
ト
イ
レ
の
修
繕
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

A
陸
上
競
技
場
周
辺
に
は
２

か
所
の
ト
イ
レ
が
あ
り
、
そ

の
う
ち
の
１
か
所
に
つ
い
て

は
破
損
を
確
認
し
て
い
る
。

今
後
、
修
繕
に
向
け
対
応
し

て
い
く
。

Q
照
明
の
整
備
は
予
定
し
て

い
る
の
か
。

A
陸
上
競
技
場
内
の
夜
間
照

明
設
備
に
つ
い
て
は
、
改
修

工
事
終
了
後
に
電
球
の
交
換

を
予
定
し
て
い
る
。

Q
地
域
活
性
化
に
つ
い
て
の

２
つ
目
の
質
問
は
、
う
る
ま

市
エ
イ
サ
ー
ま
つ
り
に
つ
い

て
。
今
年
の
エ
イ
サ
ー
ま
つ

り
は
、
与
那
城
陸
上
競
技
場

の
改
修
工
事
に
伴
う
も
の
だ

と
認
識
し
て
い
る
地
域
の
方

も
い
る
。
地
元
か
ら
は
次
年

度
以
降
の
開
催
は
ど
う
な
る

か
と
の
声
も
あ
る
が
、
今
後

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

A
次
年
度
の
エ
イ
サ
ー
ま
つ

り
開
催
場
所
に
つ
い
て
は
、

主
体
と
な
る
市
青
年
連
合
会

や
各
青
年
会
の
意
見
を
拝
聴

す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
事

業
者
な
ど
の
御
意
見
や
、
そ

し
て
来
場
者
数
、
経
済
波
及

効
果
な
ど
も
踏
ま
え
検
討
し

て
い
き
た
い
。

う
る
ま
市
財
政
計
画

Q
財
政
調
整
基
金
の
残
高
と

基
金
の
取
崩
し
、
積
み
立
て

の
計
画
は
あ
る
か
伺
う
。

A
（
島
袋
財
務
部
長
）
財
政

調
整
基
金
の
令
和
５
年
度
末

の
残
高
は
約
52
・
２
億
円
で
、

積
立
に
つ
い
て
は
災
害
等
に

備
え
る
目
的
な
ど
も
あ
り
、

本
市
の
標
準
財
政
規
模
で
あ

る
約
３
１
０
億
円
の
１
割
に

当
た
る
約
31
億
円
を
下
回
ら

な
い
よ
う
、
ま
た
後
年
度
の

主
要
事
業
へ
の
財
源
充
当
を

勘
案
し
、
積
立
や
取
崩
し
を

行
っ
て
い
く
方
針
。

石
川
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ

拠
点
形
成
基
本
計
画

Q
石
川
ま
ち
づ
く
り
推
進
計

画
に
関
連
す
る
、
東
恩
納
地

区
周
辺
土
地
利
用
基
本
計
画

策
定
業
務
の
内
容
を
伺
う
。

A（
名
嘉
眞
都
市
建
設
部
長
）　

東
恩
納
周
辺
の
新
た
な
土
地

利
用
の
検
討
区
域
約
28
・
６

ha
に
関
し
て
、
住
環
境
と
産

業
振
興
が
調
和
す
る
ま
ち
づ

く
り
実
現
の
た
め
、
戦
略
的

か
つ
実
効
性
の
あ
る
土
地
利

用
計
画
を
令
和
７
年
度
に
取

り
ま
と
め
る
予
定
。

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業

Q
P
F
I
で
整
備
・
建
設

を
予
定
し
て
い
る
事
業
と
総

事
業
費
、
併
せ
て
民
間
か
ら

調
達
し
た
資
金
の
返
済
方
法

を
伺
う
。

A（
兼
城
社
会
教
育
部
参
事
）　

石
川
調
理
場
整
備
運
営
事
業
、

約
94
億
６
︐
７
０
０
万
円
、

民
間
資
金
返
済
は
15
年
間
の

運
営
期
間
割
賦
払
い
を
予
定
。

A
（
金
城
企
画
部
長
）
勝
連

城
跡
周
辺
整
備
事
業
、
約

32
億
８
︐
７
０
０
万
円
、
総

合
体
育
館
整
備
運
営
事
業
は

約
２
０
７
億
６
︐
５
０
０
万
、

両
施
設
と
も
民
間
資
金
の
返

済
は
運
営
期
間
（
前
者
は
18

年
、
後
者
は
20
年
）
の
割
賦

返
済
で
、
一
方
で
独
立
採
算

施
設
に
つ
い
て
は
利
用
料
金

収
入
に
よ
り
賄
わ
れ
る
。

※
そ
の
他「
行
政
改
革
」「
中

部
病
院
の
建
設
計
画
」
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

与那城陸上競技場周辺の通路
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議員（希望のいぶき） 安全
対策川崎小近くの新設道路に交通川崎小近くの新設道路に交通

安全対策を。市長の見解は安全対策を。市長の見解は
答弁…信号機設置は大変重要。
県へ早急に設置要請を行っていく

又
ま た

吉
よ し

 法
の り

尚
ひ さ
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川
崎
ル
ー
シ
ー
河
線

道
路
改
良
工
事

Q
コ
ー
プ
入
り
口
付
近
が
通

行
止
め
に
な
っ
て
い
る
が
工

事
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

A（
名
嘉
眞
都
市
建
設
部
長
）　

６
月
末
の
工
事
完
成
予
定

だ
っ
た
が
、
電
柱
の
移
設
や

県
道
内
に
お
け
る
埋
設
不
明

管
の
照
会
・
確
認
等
に
時
間

を
要
し
た
こ
と
か
ら
10
月
ま

で
延
期
し
て
い
る
。

Q
２
学
期
も
開
始
。
工
事
箇

所
付
近
へ
の
道
路
警
備
員
の

配
置
、
安
全
対
策
に
つ
い
て

見
解
を
。

A
本
工
事
で
は
、
県
道
８
号

線
を
施
工
す
る
際
に
安
全
の

た
め
警
備
員
を
配
置
予
定
。

児
童
・
生
徒
の
登
校
時
間
帯

に
は
基
本
工
事
は
行
わ
ず
、

看
板
等
の
設
置
、
夜
間
の
保

安
灯
点
灯
な
ど
で
対
処
し
て

い
る
。

Q
間
口
の
大
き
い
道
幅
の
広

い
道
路
で
あ
る
。
登
下
校
す

る
児
童
・
生
徒
、
交
通
車
両
、

近
隣
住
民
の
安
全
確
保
の
た

め
横
断
歩
道
や
信
号
機
設
置

は
不
可
欠
だ
と
思
う
が
、
当

局
の
見
解
は
。

A
県
道
８
号
線
へ
の
横
断
歩

道
、
新
規
の
信
号
機
設
置
は

し
な
い
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

Q
こ
の
小
学
校
に
近
く
多
く

の
外
人
車
両
通
行
が
予
測
さ

れ
る
新
設
道
路
、
本
当
に
事

故
は
起
き
な
い
の
か
。
こ
こ

は
市
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
。
市
長
の
見
解
を
伺

う
。

A
（
中
村
市
長
）
川
崎
小
学

校
近
く
で
通
学
路
で
も
あ
り
、

横
断
歩
道
並
び
に
信
号
機
は

必
要
か
と
思
っ
て
い
る
。
議

員
提
言
の
と
お
り
、
こ
の
信

号
機
は
大
変
必
要
だ
と
思
っ

て
い
る
の
で
、
今
後
、
県
に

対
し
て
、
さ
ら
に
予
算
を
獲

得
し
、
早
急
に
信
号
機
設
置

の
要
請
・
要
望
等
を
し
て
い

き
た
い
。

保
育
所
補
助
金
不
正
受

給Q
う
る
ま
市
と
し
て
返
還
を

求
め
、
虚
偽
登
録
に
対
し
、

告
訴
等
を
検
討
す
る
考
え
は

な
い
か
。

A（
上
運
天
こ
ど
も
未
来
部
参
事
）

告
訴
に
つ
い
て
は
弁
護
士
も

含
め
関
係
部
署
と
協
議
し
て

い
き
た
い
。

委員会　所管事務調査　実施状況

建設委員会
【調査日】
令和６年８月２１日（水）

【場所】
沖縄クボタ化成、藪地島被災現
場、勝連２－１号線被災現場、
喜仲里道、赤野ポンプ場

【概要】
沖縄クボタ化成工場にて高密度
ポリエチレン管の生産現場を見
学。また藪地島土砂崩れの現状
について、被害状況、調査進捗
などを確認。ほか３か所も現地
視察し調査を行った。
 

市民経済委員会
【調査日】
令和６年６月２６日（水）

【場所】
平敷屋漁港内モズク加工施設

【概要】
施設の運営主体である勝連漁業
協同組合から現地にて概要や運
営方法、施設機能などの説明を
受け、質疑応答などを行いなが
ら調査を実施した。
 

教育福祉委員会
【調査日】
令和６年８月２7 日（火）

【場所】
市役所西棟４階全員協議会室

【概要】
うるま市における教職員不足解
消に向けた取組のさらなる推進
をテーマに、教員数確保、働き
方改革推進に係る学校支援など
の取組状況について説明を受け
た後、質疑応答を行い、市の現
状を調査した。

藪地島の被災状況について現場確認を行う様子加工施設にて説明を受ける市民経済委員 教育委員会担当者から説明を受ける様子
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令和６年９月定例会常任委員会の審査概要令和６年９月定例会常任委員会の審査概要
　委員会に付託された議案・発議案・請願・陳情について、各常任委員会が担当する内容を専門的に話し合い、　委員会に付託された議案・発議案・請願・陳情について、各常任委員会が担当する内容を専門的に話し合い、
委員会としての結論を本会議に報告します。委員会としての結論を本会議に報告します。

総
務
委
員
会

総
務
委
員
会

　
当
委
員
会
で
は
、
認
定
１
件
、
議

案
５
件
、
陳
情
２
件
を
審
査
し
た
。

　
主
な
審
査
内
容
と
し
て
『
令
和
５

年
度
う
る
ま
市
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定
に
つ
い
て
』　

委
員
か

ら
「
予
防
広
報
車
１
号
・
２
号
購
入

事
業
に
お
い
て
、
当
該
車
両
の
活
用

状
況
に
つ
い
て
」
質
疑
が
あ
り
、
当

局
か
ら
「
当
該
車
両
は
、
平
時
、
消

防
設
備
の
検
査
や
立
入
検
査
に
使
用

さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
救
急
車
の
救

急
要
請
の
初
期
対
応
の
た
め
出
動
し

た
り
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
誘
導
に
当

た
っ
た
り
し
て
い
る
。
先
日
の
津
波

警
報
の
際
に
は
、
防
災
行
政
無
線
が

聞
き
取
り
に
く
い
地
域
に
お
い
て
、

広
報
活
動
を
実
施
し
て
お
り
、
多
岐

に
わ
た
り
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
委
員
か
ら
「
衛
星
通
信
網

整
備
事
業
３
６
１
万
９
千
円
に
つ
い

て
、
購
入
台
数
と
配
備
場
所
に
つ
い

て
」
質
疑
が
あ
り
、
当
局
か
ら
「
購

入
台
数
は
衛
星
携
帯
電
話
６
台
と

な
っ
て
お
り
、
配
備
場
所
は
本
庁
舎

と
、
離
島
・
島
し
ょ
地
域
で
あ
る
津

堅
・
比
嘉
・
平
安
座
・
伊
計
・
宮
城

の
自
治
会
へ
配
備
し
て
い
る
」
と
の

答
弁
が
あ
っ
た
。

　
審
査
結
果
と
し
て
、
認
定
案
件
は

認
定
し
、
議
案
は
全
て
原
案
可
決
し

た
。
ま
た
、陳
情
２
件
は
採
択
と
な
っ

た
。　

建
設
委
員
会

建
設
委
員
会

　
当
委
員
会
で
は
、
認
定
４
件
、
議

案
８
件
、
請
願
１
件
、
陳
情
２
件
を

審
査
し
た
。

　
主
な
審
査
内
容
と
し
て
『
令
和
５

年
度
う
る
ま
市
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ

い
て
』　
委
員
か
ら
「
歳
入
の
う
ち
、

県
補
助
金
減
額
の
理
由
に
つ
い
て
」

質
疑
が
あ
り
、
当
局
か
ら
「
津
堅
島

に
あ
る
生
活
排
水
処
理
施
設
に
つ
い

て
、
設
備
老
朽
化
に
伴
う
更
新
事
業

が
あ
り
、
元
々
令
和
４
年
度
に
実
施

設
計
を
し
て
、
令
和
５
年
度
に
工
事

を
行
う
予
定
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

令
和
４
年
度
途
中
で
基
本
設
計
が
必

要
と
判
断
し
、
計
画
を
変
更
し
て
令

和
５
年
度
に
実
施
設
計
を
行
っ
た
。

そ
の
た
め
、
令
和
５
年
度
に
計
上
し

て
い
た
金
額
を
本
年
度
に
移
行
し
て

い
る
こ
と
に
伴
う
補
助
金
減
額
で
あ

る
。
本
年
度
に
工
事
を
行
う
」
と
の

答
弁
が
あ
っ
た
。　

　
審
査
結
果
と
し
て
、
認
定
案
件
は

認
定
し
、
議
案
は
全
て
原
案
可
決
し

た
。
ま
た
、
請
願
１
件
は
趣
旨
採
択

と
な
り
、
陳
情
２
件
は
継
続
審
査
と

な
っ
た
。

教
育
福
祉
委
員
会

教
育
福
祉
委
員
会

　
当
委
員
会
で
は
、
認
定
２
件
、
議

案
５
件
、
陳
情
２
件
を
審
査
し
た
。

　
主
な
審
査
内
容
と
し
て
『
令
和
５

年
度
う
る
ま
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定
に
つ
い
て
』　

委
員
か
ら

「
う
る
ま
市
・
盛
岡
市
中
学
生
交
流

事
業
に
つ
い
て
」
質
疑
が
あ
り
、
当

局
か
ら
「
県
立
与
勝
緑
が
丘
中
学
校

を
含
め
た
市
内
に
在
住
す
る
中
学
２

年
生
を
対
象
に
募
集
を
行
い
、
応
募

の
あ
っ
た
11
人
の
生
徒
が
交
流
事
業

に
参
加
し
た
。
７
月
に
は
盛
岡
市
の

中
学
生
を
受
け
入
れ
、
う
る
ま
市
の

中
学
生
が
本
市
や
沖
縄
県
の
歴
史
・

文
化
の
紹
介
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
を
通
し
て
交
流
を
行
っ
た
。
ま
た
、

12
月
に
は
本
市
の
中
学
生
が
盛
岡
市

を
訪
れ
、
盛
岡
市
や
岩
手
県
の
歴
史・

文
化
を
学
び
、
ス
キ
ー
体
験
や
、
わ

ん
こ
そ
ば
を
食
す
る
な
ど
、
両
市
の

歴
史
・
文
化
や
自
然
を
通
し
て
、
中

学
生
同
士
が
交
流
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
た
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
審
査
結
果
と
し
て
、
認
定
案
件
は

認
定
し
、
議
案
は
全
て
原
案
可
決
し

た
。
ま
た
、
陳
情
２
件
は
継
続
審
査

と
な
っ
た
。

市
民
経
済
委
員
会

市
民
経
済
委
員
会

　
当
委
員
会
で
は
、
認
定
３
件
、
議

案
７
件
、
陳
情
７
件
を
審
査
し
た
。

　
主
な
審
査
内
容
と
し
て
『
令
和
５

年
度
う
る
ま
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定
に
つ
い
て
』委
員
か
ら「
耕

作
放
棄
地
再
生
事
業
の
効
果
に
つ
い

て
」
質
疑
が
あ
り
、
当
局
か
ら
「
令

和
５
年
度
は
、
耕
作
放
棄
地
の
再
生

事
業
が
７
件
、
面
積
７
，
１
４
９
㎡

の
荒
れ
た
農
地
を
畑
に
再
生
し
た
。

対
象
は
市
内
全
域
で
あ
る
が
、
令
和

５
年
度
は
、
具
志
川
地
区
の
宮
里
、

田
場
、
前
原
、
赤
野
や
石
川
地
区
の

山
城
、
東
恩
納
で
実
施
し
た
」
と
の

答
弁
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
委
員
か
ら
「
津
堅
島
農
業

活
性
化
事
業
の
実
績
に
つ
い
て
」
質

疑
が
あ
り
、
当
局
か
ら
「
主
に
委
託

料
で
あ
る
。
現
在
、
津
堅
島
の
ほ
う

で
水
不
足
的
な
も
の
が
あ
り
、
県

が
、
か
ん
が
い
事
業
を
行
っ
て
い
る

が
、
ま
だ
工
事
が
完
成
し
て
い
な
い

た
め
、
そ
の
間
の
対
応
と
し
て
、
散

水
作
業
を
メ
イ
ン
に
行
っ
た
」
と
の

答
弁
が
あ
っ
た
。

　
審
査
結
果
と
し
て
、
認
定
案
件
は

認
定
し
、
議
案
は
全
て
原
案
可
決
し

た
。
ま
た
、
陳
情
２
件
は
採
択
し
、

５
件
は
継
続
審
査
と
な
っ
た
。
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議
案
第
82
号　
う
る
ま
市
都
市
公
園
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
反
対
討
論
【
伊
盛
サ
チ
子　

議
員
】　

公
園
の
建
蔽
率
２
％
の

原
則
は
緑
地
面
積
や

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の

確
保
の
観
点
か
ら
定
め

ら
れ
、
建
蔽
率
４
％
へ

の
緩
和
に
よ
り
、
市
民
が
利
用
で
き
る
面
積

も
減
少
す
る
。
ま
た
、
公
園
内
に
民
間
施
設

を
設
置
す
る
際
の
事
業
者
の
公
募
、
選
定
、

施
設
面
積
、
公
園
の
管
理
範
囲
、
維
持
管
理

期
間
も
含
め
、
市
と
事
業
者
の
協
定
に
委
ね

ら
れ
、
選
定
過
程
や
決
定
に
至
る
ま
で
市
民

参
加
の
機
会
が
な
い
。
公
園
づ
く
り
は
市
民

の
憩
い
の
場
と
同
時
に
地
域
づ
く
り
に
大
い

に
関
係
す
る
。
今
回
の
条
例
改
正
は
公
共
で

あ
る
公
園
の
在
り
方
の
大
き
な
変
化
に
つ
な

が
る
。
民
間
事
業
者
の
収
益
性
を
求
め
る
公

園
づ
く
り
で
は
な
く
市
民
の
く
ら
し
の
利
益

を
重
視
し
た
公
園
行
政
を
推
進
す
べ
き
。

▼
賛
成
討
論
【
池
宮
城
善
伸　

議
員
】

本
市
に
は
96
の
公
園
が

あ
る
が
、
利
用
者
数
の

少
な
い
公
園
が
多
く
、

管
理
が
難
し
い
状
況
に

あ
る
の
で
は
。
今
回
の

条
例
改
正
は
公
園
の
新
た
な
活
用
を
見
い
だ

す
も
の
で
あ
り
、
今
後
、
都
市
公
園
の
魅
力

向
上
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、
建
蔽
率
緩
和
に

よ
り
、
自
治
会
の
集
会
所
を
設
置
す
る
こ
と

で
、
公
園
と
防
災
機
能
が
一
体
と
な
っ
た
拠

点
に
な
る
と
も
考
え
る
。
都
市
公
園
の
一
部

を
民
間
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
維
持
管

理
費
の
確
保
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
が

可
能
に
な
り
、
今
以
上
に
公
園
が
い
き
い
き

と
し
、
利
用
者
も
増
え
る
と
考
え
る
。

▼
賛
成
討
論
【
下
門
勝　

議
員
】

現
行
建
蔽
率
2
％
は
地

域
ニ
ー
ズ
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
拠
点
と
し
て

の
都
市
公
園
活
用
事
例

を
踏
ま
え
る
と
、
需
要

に
対
応
で
き
な
い
。
特
に
、
新
規
街
区
公
園

で
は
、
自
治
会
に
隣
接
し
て
整
備
が
進
め
ら

れ
、
地
域
と
密
接
な
連
携
が
あ
り
、
複
数
自

治
会
か
ら
、
公
園
内
に
「
集
会
所
」
を
設

置
で
き
な
い
か
と
い
う
相
談
も
あ
る
。
今
回

の
建
蔽
率
緩
和
案
は
、
公
園
面
積
を
確
保
し

つ
つ
、
地
域
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
も
の
で
あ
り

合
理
的
。
集
会
所
設
置
に
よ
り
、
地
域
住
民

の
交
流
・
連
携
の
促
進
、
災
害
時
避
難
所
や

災
害
対
策
の
一
助
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。
さ
ら
に
、
公
園
里
親
制
度
に
よ
り
、
自

治
会
が
管
理
を
行
う
こ
と
で
、
管
理
の
質
、

利
用
価
値
向
上
が
望
め
る
。
ま
た
、
民
間
の

柔
軟
で
専
門
的
な
知
識
と
技
術
導
入
を
目
的

と
し
、
公
園
使
用
料
の
設
定
を
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事

業
者
の
提
案
に
基
づ
き
進
め
ら
れ
る
よ
う
に

追
加
。
加
え
て
、
公
園
内
自
動
販
売
機
に
つ

い
て
は
、
公
園
施
設
と
し
て
取
扱
い
、「
自

動
販
売
機
に
係
る
使
用
料
」
を
新
た
に
追
加

し
、公
園
の
運
営
管
理
が
よ
り
効
率
的
か
つ
、

持
続
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
点
か
ら
、今
回
の
条
例
改
正
案
は
、

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
適
切
な
も
の
で
あ

り
、都
市
公
園
の
機
能
を
損
な
う
こ
と
な
く
、

む
し
ろ
地
域
社
会
に
お
け
る
重
要
な
役
割
を

強
化
す
る
も
の
で
あ
る
。

議
案
第
89
号　
う
る
ま
市
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
反
対
討
論
【
金
城
加
奈
栄　

議
員
】

今
年
12
月
か
ら
現
行
の

保
険
証
廃
止
の
動
き
だ

が
、
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
取

得
等
は
任
意
。

マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
た

な
い
方
に
は
、
資
格
確
認
証
が
交
付
さ
れ
る

が
、
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
申
請
の
際
、
意
思
表
示

困
難
な
重
度
障
害
者
な
ど
成
年
後
見
人
を
立

て
ら
れ
な
い
場
合
の
対
応
も
不
透
明
。
全
国

保
険
医
団
体
連
合
会
が
、
今
年
５
月
以
降
に

全
国
７
割
の
医
療
機
関
で
マ
イ
ナ
保
険
証
の

ト
ラ
ブ
ル
発
生
と
の
調
査
結
果
を
公
表
し

た
。
一
旦
窓
口
で
、
患
者
負
担
10
割
を
請
求

し
、
受
診
せ
ず
に
帰
っ
た
事
例
も
あ
っ
た
と

の
こ
と
。
７
月
の
マ
イ
ナ
保
険
証
利
用
実
績

は
全
国
に
比
べ
、
沖
縄
県
は
少
数
と
い
っ
た

現
状
で
あ
り
、
医
療
現
場
と
受
診
者
の
混
乱

が
広
が
る
の
で
は
な
い
か
。

▼
賛
成
討
論
【
神
田
洋
一　

議
員
】

保
険
証
廃
止
へ
の
不
安

に
つ
い
て
、
マ
イ
ナ
保

険
証
登
録
は
任
意
で
、

未
保
有
の
方
に
は
、
当

分
資
格
確
認
書
が
自
動

で
交
付
さ
れ
、
従
来
通
り
保
険
診
療
受
診
が

可
能
。
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
IC
チ
ッ
プ
に
は
保

険
証
・
医
療
情
報
は
入
っ
て
お
ら
ず
、
仮
に

紛
失
・
盗
難
の
場
合
で
も
24
時
間
体
制
で
利

用
の
一
時
停
止
が
可
能
。
利
用
に
は
暗
証
番

号
入
力
が
必
要
で
悪
用
も
さ
れ
な
い
。ま
た
、

マ
イ
ナ
保
険
証
で
受
診
す
る
と
初
診
料
・
再

診
料
と
も
に
安
く
な
り
、
情
報
提
供
の
同
意

を
行
う
と
薬
や
診
療
情
報
、
過
去
の
診
断
結

果
な
ど
を
医
師
が
確
認
で
き
、
良
質
な
医
療

受
診
が
可
能
。
自
身
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
そ

れ
ら
情
報
を
常
時
閲
覧
で
き
る
。さ
ら
に
は
、

限
度
額
適
用
認
定
証
の
申
請
、
窓
口
持
参
が

不
要
と
な
る
。
市
内
医
療
機
関
1
2
9
施

設
の
う
ち
94
．
6
％
が
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム

を
導
入
済
み
。
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
便
性
は

向
上
し
、
登
録
者
数
及
び
利
用
率
は
今
後
さ

ら
に
増
加
が
予
想
さ
れ
る
。

　
　

９
月
30
日
に
議
会
が
終
了
し
、
公
私
と
も

に
あ
わ
た
だ
し
い
日
々
が
過
ぎ
、
季
節
は
も

う
師
走
、朝
夕
は
肌
寒
く
、ま
た
忙
し
く
な
っ

て
き
た
今
日
こ
の
頃
、
ご
自
愛
し
、
体
調
管

理
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
元
日
、
能
登
半
島
を
お
そ
っ
た
、
地

震
、
そ
し
て
豪
雨
に
よ
る
災
害
、
被
災
さ
れ

た
方
々
や
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
の

ご
冥
福
を
祈
ら
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
人

間
の
英
知
を
超
え
る
自
然
の
驚
異
と
調
和
を

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
も
対

岸
の
火
事
と
す
る
こ
と
な
く
、
備
え
る
こ
と

の
重
要
性
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
い
つ
も

の
日
常
や
平
穏
な
日
々
に
感
謝
し
つ
つ
、
市

民
の
安
心
安
全
な
暮
ら
し
を
、
そ
し
て
生
活

を
守
る
議
会
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
平
良
一
雄
）

委
員
長　
平
良
一
雄　
副
委
員
長　
天
願
久
史

委　

員　
兼
本
光
治　
真
壁
朝
弘　
仲
程 

孝

　
　
　
　
玉
元
哉
世　
玉
城
政
哉　
神
田
洋
一

　
　
　
　
金
城
加
奈
栄　
国
吉 

亮

  

編  

集  

後  

記

〔１２月定例会は１２月２日 ( 月 ) から開会を予定しております ( 定例会は２月・６月・９月・12 月の４回開催 )〕

本 会 議 で の 主 な 討 論 （ ９ 月 定 例 会 ）


